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は
じ
め
に

　

江
戸
期
に
は
広
く
一
般
読
者
層
を
対
象
と
し
た
『
論
語
』
の
註
釈
書
で

あ
る
「
訓
蒙
書
」
が
数
多
板
行
さ
れ
た
。
そ
の
対
象
読
者
層
は
初
学
者
の

み
な
ら
ず
、よ
り
深
い
理
解
を
求
め
る
篤
学
者
を
対
象
と
す
る
も
の
な
ど
、

幅
広
い（
１
）。

そ
う
し
た
訓
蒙
書
と
し
て
特
殊
な
位
置
に
あ
る
の
が
、
崎
門
学

派
の
講
義
筆
記
（「
師
説
」）
で
あ
る
。
西
岡
和
彦
「
崎
門
と
訓
蒙
」（
同
氏
・

石
本
道
明
・
青
木
洋
司
編
『
江
戸
期
『
論
語
』
訓
蒙
書
の
基
礎
的
研
究
』

明
徳
出
版
社
、
令
和
三
年
所
収
）
で
は
、
他
の
訓
蒙
書
の
如
く
一
般
に
広

若
林
強
斎
『
論
語
師
説
』
と
自
己

大
貫
大
樹

ま
る
事
は
無
か
っ
た
も
の
の
、
地
方
在
住
の
篤
学
者
（
崎
門
学
者
）
な
ど

に
と
っ
て
「
師
説
」
が
、
目
の
前
に
師
が
居
ら
ず
と
も
独
習
を
可
能
と
さ

せ
る
機
能
を
持
っ
て
い
た
事
を
提
示
さ
れ
た（
２
）。
そ
う
し
た
崎
門
学
派
に
於

け
る
訓
蒙
書
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
個
別
具
体
的
に
講
義
録
な

ど
の
検
討
が
必
要
と
な
る
。

　

そ
こ
で
、本
稿
に
て
浅
見
絅
斎
の
高
弟
若
林
強
斎（
３
）の
講
義
を
纏
め
た『
論

語
師
説
』（
小
浜
市
立
図
書
館
酒
井
家
文
庫
所
蔵
）
を
検
討
す
る
。
強
斎

の
『
論
語
』
講
義
に
関
す
る
詳
細
な
研
究
と
し
て
近
藤
啓
吾
「
若
林
強
斎

の
『
論
語
講
義
』」（『
紹
宇
存
稿
─
垂
加
者
の
思
ひ
─
』
国
書
刊
行
会
、

平
成
十
二
年
所
収
）
が
あ
り
、
特
徴
の
一
つ
と
し
て
「『
論
語
』
の
講
説
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に
託
し
て
み
づ
か
ら
の
学
問
思
想
を
語
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
」（
一
五
六
頁
）

に
あ
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
「
学
」・「
道
」・「
義
」
と
い
っ
た
も
の
が
「
人

情
を
離
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、そ
れ
が
理
と
し
て
正
し
い
と
し
て
も
、

「
人
」
と
い
ふ
実
態
か
ら
離
れ
た
観
念
と
な
り
抽
象
と
な
つ
て
し
ま
ふ
。

強
斎
は
こ
れ
を
恐
れ
る
の
で
あ
る
」（
一
六
五
頁
）
と
さ
れ
、「
具
体
的
に

事
実
実
態
に
即
し
て
の
一
つ
一
つ
の
究
明
を
積
み
上
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い

ふ
の
が
、朱
子
学
、殊
に
崎
門
朱
子
学
の
態
度
」（
一
六
六
頁
）で
あ
っ
た
、

と
強
斎
ら
崎
門
学
者
の
講
義
は
「
事
実
実
態
」
に
即
し
た
も
の
で
あ
っ
た

事
も
特
徴
と
し
て
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
強
斎
の
講
説
を
検
す
る
に
、
観
念
と
な
っ
て
し
ま
い

が
ち
な
「
理（
４
）」

に
つ
い
て
も
、
一
身
（「「
人
」
と
い
ふ
実
態
」）
に
宿
る
「
自

己（
５
）」
と
し
て
実
感
を
促
す
講
説
を
行
っ
て
い
た
。
な
お
谷
省
吾
「
若
林
強

斎
の
『
神
道
大
意
』」（『
垂
加
神
道
の
成
立
と
展
開
』
国
書
刊
行
会
、
平

成
十
三
年
所
収
）
で
は
「
理
で
神
道
を
説
く
こ
と
を
排
し
つ
ゝ
も
、
し
か

も
一
方
で
は
「
ホ
コ
ホ
コ
ト
温
カ
ナ
」「
ナ
マ
グ
サ
キ
」
理
を
説
い
た
強

斎
の
面
目
は
、
本
書
（
筆
者
註
─
『
神
道
大
意
』）
に
お
い
て
も
躍
々
と

あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
」（
四
八
六
頁
）
と
強
斎
に
特
徴
的
な
「
理
」
の
把
握

が
神
道
相
伝
後
に
も
見
え
る
事
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
強
斎
が
闇
斎
直
門

の
高
田
未
白
に
つ
い
て
「
絅
斎
没
後
、
拙
者
ナ
ド
講
書
ノ
席
ヘ
モ
出
テ
聴

カ
レ
シ
」（『
雑
話
続
録
』）
と
語
っ
て
い
る
如
く
、
絅
斎
歿
後
は
未
白
よ

り
少
し
く
神
道
を
学
ん
で
い
た
。
強
斎
の
講
説
を
見
る
に
絅
斎
の
師
説
に

加
え
、
当
時
学
ん
で
い
た
神
道
説
を
も
踏
ま
え
て
「
理
」
を
講
じ
て
い
た

事
が
窺
え
る
。

　

さ
ら
に
『
論
語
』
の
内
容
を
「
事
実
実
態
」
に
即
し
て
究
明
し
、
そ
れ

を
自
身
の
問
題
と
し
て
聴
講
者
に
感
ぜ
し
め
よ
う
と
す
る
強
斎
は
、
日
本

の
風
土
（
国
体
）、
ま
た
国
史
を
顧
み
つ
つ
現
実
社
会
に
ま
で
問
題
意
識

を
向
か
わ
せ
る
講
説
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

か
よ
う
な
講
説
は
崎
門
学
派
の
『
論
語
』
訓
蒙
書
に
於
い
て
如
何
に
位

置
付
け
る
事
が
出
来
る
の
か
。
本
稿
は
そ
れ
を
提
示
せ
ん
と
試
み
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
作
業
を
通
じ
て
強
斎
の
思
想
史
的
研
究
を
も
補
充
す
る
。

そ
こ
で
先
ず
は
、
本
稿
が
検
討
す
る
強
斎
の
『
論
語
師
説
』
の
成
立
に
つ

い
て
確
認
す
る
。

一
、『
論
語
師
説
』
の
成
立

　

近
藤
氏
に
よ
れ
ば
強
斎
の
『
論
語
』
講
義
と
は
、
①
無
窮
会
平
沼
文
庫

本
、
②
無
窮
会
織
田
文
庫
本（
６
）、
③
小
浜
市
立
図
書
館
酒
井
家
文
庫
本
の
三

種
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
近
藤
氏
は
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
か
ら
享
保
四

年
（
一
七
一
九
）
ま
で
開
講
さ
れ
、
広
木
忠
信
が
筆
記
し
た
①
を
検
討
さ

れ
た
。
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②
の
冊
数
は
二
〇
冊
目
を
逸
し
た
一
九
冊
本
、
③
は
『
論
語
』
全
二
〇

章
を
一
六
冊
に
納
め
た
完
本
で
あ
る
。
②
・
③
の
一
冊
目
に
は
「
享
保
九

甲
辰
六
月
十
九
日
開
巻
」
と
あ
る
如
く
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
六
月

よ
り
始
ま
っ
た
講
義
と
な
る
。
③
の
一
六
冊
目
に
記
さ
れ
た
奥
書
（
後
述
）

に
よ
れ
ば
、
同
十
三
年
（
一
七
二
八
）
の
五
年
間
に
亘
る
も
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、②
は
論
孟
読
法
・
学
而
第
一
・
為
政
第
二
・
八
佾
第
三
・
里
仁
第
四
・

公
冶
長
第
五
・
郷
党
第
一
〇
を
写
し
た
者
、
以
上
七
篇
以
外
を
写
し
た
者

と
で
最
低
二
人
の
筆
跡
が
窺
え
る
。

　

②
・
③
は
一
見
す
る
と
同
系
統
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
比

較
す
る
と
異
同
が
見
ら
れ
、
構
成
も
異
な
る
（
表
参
照
）。

　

こ
の
う
ち
学
而
第
一
・
為
政
第
二
は
講
説
の
主
旨
は
同
じ
で
あ
る
も
の

の
、
左
の
如
く
、
講
義
冒
頭
を
見
る
に
様
相
を
異
と
し
て
い
た
（
以
下
、

読
点
筆
者
）。

学
而
第
一

②
論
語
ノ
文
義
ハ
漢
書
ノ
芸
文
志
ノ
説
ヨ
シ
、
論
ノ
字
ハ
タ
ダ
イ
寄

テ
カ
ラ
テ
吟
味
ス
ル
コ
ト
ヲ
云
、

③
漢
書
芸
文
志
論
撰
ノ
義
ト
ス
、
論
ハ
ア
ツ
マ
リ
テ
、
ギ
ン
ミ
ス
ル

コ
ト
ニ
テ
セ
ン
ギ
シ
ヱ
ラ
フ
ノ
義
ナ
リ
、

為
政
第
二

②
ス
ベ
テ
家
国
天
下
ヲ
上
ニ
居
テ
治
ル
ヲ
政
ト
云
、
政
ト
云
カ
ラ
ハ

礼
楽
刑
制
ソ
ナ
ワ
ラ
ネ
バ
政
デ
ハ
ナ
イ
、

③
政
ハ
ス
ベ
テ
上
ニ
居
テ
家
国
天
下
ヲ
治
ル
礼
楽
制
度
具
ハ
リ
タ
ル

コ
ト
ニ
テ
人
君
ノ
身
ナ
リ
ニ
ヒ
ヾ
キ
テ
ユ
ク
、

　

続
く
八
佾
第
三
・
里
仁
第
四
・
公
冶
長
第
五
は
部
分
的
に
内
容
の
一
致

す
る
個
所
も
あ
る
（
波
線
は
筆
者
）。

八
佾
第
三

②
仁
ハ
人
本
心
ヲ
サ
シ
テ
云
、本
心
ト
云
テ
奥
ニ
奥
テ
有
デ
ハ
ナ
イ
、

人
ト
生
レ
得
ル
ダ
ヽ
イ
ガ
身
ト
ト
モ
ニ
シ
ミ
〳
〵
ト
義
理
ナ
リ
ニ
ヤ

マ
レ
ヌ
様
ニ
何
タ
ツ
コ
ト
ニ
モ
不
義
無
道
ナ
コ
ト
ハ
セ
ラ
レ
ヌ
様
ニ

ハ
ヘ
ヌ
イ
テ
ア
ル
ヲ
仁
ト
云
ゾ
、

冊数 酒井家文庫 織田文庫
第１冊 序説・読法 序説・読法
第２冊 学而・為政 学而
第３冊 八佾・里仁 為政
第４冊 公冶長 八佾
第５冊 雍也 里仁
第６冊 述而 公冶長
第７冊 泰伯 雍也
第８冊 子罕 述而
第９冊 衛霊公・季氏 泰伯
第10冊 陽貨・微子 子罕
第11冊 郷党 郷党
第12冊 先進 先進
第13冊 顔淵 顔淵
第14冊 憲問 子路
第15冊 子路 憲問
第16冊 子張・尭曰 衛霊公
第17冊 ／ 季氏
第18冊 ／ 陽貨
第19冊 ／ 微子
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③
仁
ハ
人
ノ
本
心
ヲ
指
シ
テ
云
、
ダ
ヽ
イ
生
レ
得
テ
身
ト
ト
モ
ニ
シ

ミ
〳
〵
ト
義
理
ナ
ニ
リ
ヤ
マ
レ
ズ
不
義
ハ
セ
ラ
レ
ヌ
様
ニ
ハ
ヘ
ヌ
イ

テ
ア
ル
ヲ
云
、

里
仁
第
四

②
仁
ハ
義
里マ

マ

自
然
ノ
本
心
ヲ
云
コ
ト
、
自
然
ニ
火
ノ
ア
ツ
ク
テ
コ
タ

ヘ
ラ
レ
ヌ
様
ニ
、
梅
ノ
ス
フ
テ
ツ
ノ
タ
マ
ル
様
ニ
親
ニ
ツ
カ
ヘ
テ
モ

君
ニ
ツ
カ
ヘ
テ
モ
イ
カ
様
ナ
変
ナ
場
ニ
イ
テ
モ
貧
究
ナ
場
ニ
イ
テ
モ

ド
チ
ヘ
シ
テ
モ
本
心
自
然
ノ
安
ズ
ル
ナ
リ
ヨ
リ
仁
者
ノ
心
ワ
ナ
イ
ゾ
、

③
仁
ハ
義
理
自
然
ノ
本
心
、自
然
ニ
火
ノ
ア
ツ
ク
テ
コ
タ
ヘ
ラ
レ
ズ
、

梅
ノ
ス
フ
テ
津
ノ
タ
マ
ル
如
ク
、
君
父
ニ
事
テ
変
ナ
場
ニ
テ
モ
ド
ツ

シ
テ
モ
本
心
自
然
ノ
安
ズ
ル
ナ
リ
ヨ
リ
仁
者
ノ
心
ハ
ナ
イ
、

公
冶
長
第
五

②
公
冶
長
南
容
ヲ
ナ
ラ
ベ
テ
人
ガ
ラ
ノ
吟
味
有
ツ
テ
、
ヌ
シ
ノ
女
姪

女
ヲ
カ
タ
付
ラ
レ
タ
…

③
公
冶
長
南
容
ヲ
ナ
ラ
ヘ
テ
人
ガ
ラ
ノ
吟
味
ア
ツ
テ
、
ヌ
シ
ノ
女
子

姪
ヲ
配
セ
ラ
ル
ヽ
…

何
れ
も
②
・
③
は
部
分
的
に
一
致
す
る
個
所
が
多
い
も
の
の
、
②
は
や
や

冗
長
な
感
が
あ
り
、
③
は
そ
う
し
た
点
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
内
容
の
部

分
的
な
一
致
は
学
而
と
為
政
に
も
言
え
る
が
、
八
佾
・
里
仁
・
公
冶
長
の

如
く
、
内
容
が
か
く
も
一
致
す
る
個
所
は
見
ら
れ
な
い
。
②
と
③
の
関
係

は
郷
党
第
一
〇
の
講
義
を
見
れ
ば
よ
り
明
ら
か
と
な
ろ
う
。

②
道
ト
イ
ヘ
バ
ヒ
ロ
ク
理
デ
説
タ
ガ
ル
ガ
ワ
ル
イ
、
ス
グ
ニ
身
ノ
動

ク
ワ
ザ
ノ
ナ
リ
ガ
道
ノ
ナ
リ
ユ
ヱ
、
日
用
ヲ
離
レ
テ
ソ
ラ
ナ
ガ
メ
ル

ヤ
ウ
ニ
云
ハ
皆
ソ
デ
ナ
ヒ
、
聖
人
ノ
道
ハ
皆
日
用
ノ
間
ニ
見
ヘ
テ
ア

ル
コ
ト
ゾ
、
ソ
レ
ユ
ヱ
、
聖
門
ノ
教
ヘ
身
形ナ
リ

日
用
形ナ
リ

ヲ
離
レ
テ
ナ
クイ

聖
門
衆
ノ
学
ハ
レ
ヤ
フ
モ
ツ
ラ
〳
〵
孔
子
■ノ

■
■
■
■
■
言
行
ヲ
察

シ
テ
ノ
リ
ト
ス
ル
■ヤ
ウ
ニ
セ
ラ
レ
タ

■
■
■
■
■
、

③
道
ト
云
ヘ
ハ
ヒ
ロ
フ
理
テ
説
タ
カ
ル
カ
ワ
ル
イ
、
ス
ク
ニ
身
ノ
動

ク
ワ
サ
ノ
ナ
リ
カ
道
ノ
ナ
リ
故
、
日
用
ヲ
ハ
ナ
レ
テ
ソ
ラ
ナ
カ
メ
ル

ヤ
フ
ニ
云
ハ
皆
ソ
テ
ナ
イ
、
聖
人
之
道
ハ
皆
日
用
之
間
ニ
見
ヱ
テ
ア

ル
ユ
ヱ
、
聖
門
之
教
身
ナ
リ
日
用
ナ
リ
ヲ
ハ
ナ
レ
テ
ナ
イ
ユ
ヱ
門
人

衆
之
学
ハ
レ
ヤ
フ
モ
ツ
ラ
〳
〵
孔
子
之
言
行
ヲ
察
シ
テ
ノ
リ
ト
ス
ル

ヤ
フ
ニ
セ
ラ
レ
タ
、

②
は
朱
筆
と
墨
に
て
補
訂
の
跡
が
あ
り
、
近
藤
氏
の
覚
書
に
よ
れ
ば
「
強

斎
が
み
づ
か
ら
補
訂
を
加
へ
た
実
際
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う（
７
）」
と
さ
れ
て

い
る
。

　

以
上
を
整
理
す
る
と
②
の
学
而
・
為
政
・
八
佾
・
里
仁
・
公
冶
長
・
郷

党
は
何
れ
も
清
書
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
六
篇
を
除
き
②
・
③

の
内
容
は
一
致
し
て
い
た
。
な
お
②
の
第
二
（
学
而
）・
三
冊
（
為
政
）

に
は
「
奚
疑
斎　

蔵
書
」
の
蔵
書
印
が
あ
り
、
強
斎
高
弟
の
一
人
沢
田
一
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斎
（
別
号
：
奚
疑
斎
）
の
所
蔵
本
と
分
か
る
。
②
は
子
張
第
一
九
・
堯
曰

第
二
〇
の
最
終
二
篇
を
欠
い
て
い
る
為
、
当
時
一
斎
の
手
許
に
も
完
本
の

『
論
語
師
説
』
は
無
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
辛
う

じ
て
一
斎
の
手
許
に
は
強
斎
補
訂
以
前
の
学
而
・
為
政
・
八
佾
・
里
仁
・

公
冶
長
と
、
強
斎
の
補
訂
が
加
え
ら
れ
た
郷
党
の
筆
記
録
が
残
さ
れ
て
い

た
為
、
そ
れ
ら
を
補
う
事
で
②
は
成
立
し
た
事
が
考
え
ら
れ
る
。

　

だ
が
、
先
に
少
し
く
記
し
た
如
く
、
学
而
・
為
政
の
み
②
・
③
と
の
間

で
様
相
が
異
な
る
。
そ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
①
と
の
異
同
で
あ
る
。
①
は

現
在
、
閲
覧
が
出
来
な
い
為
、
近
藤
氏
の
研
究
（
頁
数
は
「
若
林
強
斎
の

『
論
語
講
義
』」）
で
引
用
さ
れ
た
箇
所
と
②
・
③
を
そ
れ
ぞ
れ
確
認
す
る

と
左
の
通
り
で
あ
る
。

学
而①

「
性
善
ニ
本
ヅ
ク
カ
ラ
ノ
学
、
性
悪
ナ
レ
バ
学
ハ
入
ラ
ヌ
。
明
鏡

ユ
ヱ
磨
ク
コ
ト
。
善
デ
ソ
コ
ネ
テ
ヲ
ル
ユ
ヱ
、
是
非
ダ
ヽ
イ
ノ
善
ニ

学
ン
デ
仕
立
テ
直
サ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
。」�

（
一
六
二
頁
）

②
人
ノ
性
善
ニ
モ
ト
ヅ
ク
カ
ラ
学
ト
云
ヲ
語
リ
出
ス
デ
学
ノ
字
ノ
旨

ガ
動
カ
ヌ
ゾ
、
ダ
ヽ
イ
人
ガ
ワ
ル
ク
生
レ
付
ケ
バ
学
□
□
ラ
ヌ
、
明

ナ
カ
ガ
ミ
ユ
ヘ
ミ
カ
ク
ト
云
コ
ト
ガ
習
ト
同
ジ
コ
ト
、

③
性
善
ニ
本
ヅ
ク
カ
ラ
ノ
学
、
性
悪
ナ
レ
ハ
学
ハ
入
ラ
ヌ
、
明
鏡
ユ

ヱ
ミ
ガ
ク
コ
ト
善
デ
ソ
コ
ネ
テ
ヲ
ル
ユ
ヱ
、
是
非
ダ
ヽ
イ
ノ
善
ニ
学

デ
シ
タ
テ
直
サ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
、

学
而
の
場
合
、
や
は
り
主
旨
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
②
・
③
と
で
様
相
が
異

な
る
。
一
方
、
①
・
③
の
内
容
は
一
致
し
て
い
る
。
な
お
②
・
③
と
の
間

で
異
同
の
な
い
述
而
篇
に
つ
い
て
も
、

述
而①

「
徳
ハ
、
子
ハ
親
ヲ
愛
ス
ル
身
ニ
生
レ
テ
居
ル
。
ダ
ヽ
イ
身
ニ
得

テ
居
ル
コ
ト
ヲ
云
フ
ナ
レ
ド
モ
、
身
ニ
得
テ
居
ル
ヤ
ウ
ナ
ニ
ウ
テ
失

セ
テ
居
ル
ヲ
身
ニ
得
ル
ヤ
ウ
ニ
ス
ル
ヲ
修
ト
云
フ
。」（
一
七
四
頁
）

②
徳
ハ
、
子
ハ
親
ヲ
愛
ス
ル
身
ニ
生
レ
テ
居
ル
、
タ
ヽ
イ
身
ニ
得
テ

居
ル
コ
ト
ヲ
云
ナ
レ
ト
モ
、
身
ニ
得
テ
居
ル
ヤ
ウ
ニ
ナ
フ
テ
失
セ
テ

居
ル
ヲ
身
ニ
得
ル
ヤ
ウ
ニ
ス
ル
ヲ
修
ル
ト
云
、

③
徳
ハ
、
子
ハ
親
ヲ
愛
ス
ル
身
ニ
生
レ
テ
居
ル
、
タ
ヽ
イ
身
ニ
得
テ

居
ル
コ
ト
ヲ
云
ナ
レ
ト
モ
、
身
ニ
得
テ
居
ル
ヤ
ウ
ニ
ナ
フ
テ
失
セ
テ

居
ル
ヲ
身
ニ
得
ル
ヤ
ウ
ニ
ス
ル
シ
ヤ
ウ
ヲ
修
ル
ト
云
、

と
あ
る
如
く
、
全
て
①
の
内
容
と
一
致
し
て
い
る
。
な
お
②
・
③
と
で
部

分
的
に
内
容
が
一
致
し
て
い
た
③
の
八
佾
・
里
仁
・
公
冶
長
も
①
と
一
致

し
て
い
た
（
た
だ
し
、
郷
党
は
近
藤
氏
も
引
用
さ
れ
て
い
な
い
た
め
分
か

ら
な
い
）。
つ
ま
り
、
②
に
収
め
ら
れ
た
上
記
三
篇
は
①
の
清
書
前
の
も

の
と
推
量
さ
れ
よ
う
。
以
上
の
事
か
ら
強
斎
は
享
保
九
年
か
ら
『
論
語
』

を
講
じ
た
も
の
の
、「
師
説
」
と
し
て
纏
め
る
際
は
整
然
と
纏
め
ら
れ
た
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①
を
正
説
と
し
、
内
容
を
全
面
的
に
改
め
な
か
っ
た
事
が
考
え
ら
れ
る
。

②
に
納
め
ら
れ
た
学
而
・
為
政
の
講
義
と
は
、
享
保
九
年
に
於
け
る
講
義

の
際
に
記
録
さ
れ
た
清
書
前
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
両
篇
の
講
義
録
も
強
斎

に
よ
る
修
正
が
あ
っ
た
や
も
し
れ
ぬ
が
、
結
果
と
し
て
享
保
九
年
講
義
『
論

語
師
説
』（
③
）に
は
正
徳
三
年
の
講
義（
①
）が
納
め
ら
れ
る
事
に
な
っ
た
。

　

た
だ
し
②
・
③
の
衛
霊
公
第
一
五
・
季
氏
第
一
六
・
陽
貨
第
一
七
・
微

子
第
一
八
・
子
張
第
一
九
は
、
近
藤
氏
の
引
用
箇
所
に
も
見
ら
れ
ぬ
内
容

が
あ
っ
た
事
か
ら
上
記
五
篇
に
つ
い
て
は
、
①
と
②
・
③
と
で
内
容
の
異

な
る
講
義
録
と
な
る
。近
藤
氏
は
堯
曰
第
二
〇
を
引
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、

参
考
と
な
る
の
は
浅
見
絅
斎
の
『
論
語
師
説
』（
国
士
舘
大
学
図
書
館
楠

本
文
庫
所
蔵
）
で
あ
る
。
今
日
伝
わ
る
絅
斎
の
『
論
語
師
説
』
と
は
全
編

を
完
備
し
た
も
の
で
は
な
く
、
衛
霊
公
以
降
は
小
野
鶴
山
が
強
斎
の
講
義

（
①
）
を
補
う
事
で
完
成
し
た
も
の
で
あ
る（
８
）。

実
際
、
絅
斎
の
『
論
語
師

説
』
衛
霊
公
第
一
五
に
見
え
る
「
人
ト
云
モ
ノ
ハ
義
ノ
字
ガ
見
エ
ル
カ
見

エ
ヌ
カ
ジ
ヤ
」
と
の
一
説
は
、
強
斎
に
よ
る
正
徳
三
年
の
講
義
（
①
・

一
六
四
頁
）
と
全
く
同
文
で
あ
る
。
そ
こ
で
先
ず
絅
斎
の
『
論
語
師
説
』

堯
曰
第
二
〇
（
即
ち
強
斎
の
講
義
①
）
の
冒
頭
を
徴
す
る
に
、

此
書
モ
既
此
篇
デ
終
ル
カ
ラ
大
様
尭
以
来
ノ
道
ヲ
伝
ル
、
肝
要
ノ
親

ド
モ
ヲ
並
ヘ
立
テ
孔
子
ノ
論
語
二
十
篇
相
伝
ル
本
原
ヲ
示
サ
レ
タ
、

サ
レ
ト
モ
其
中
ニ
ツ
ブ
〳
〵
載
セ
様
モ
ア
リ
、
ノ
コ
ツ
タ
コ
ト
モ
ア

リ
、
次
第
ノ
ソ
ギ
ツ
ギ
ナ
事
モ
ア
レ
ド
モ
、
ケ
様
ノ
義
ハ
大
要
ノ
コ

ト
デ
載
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
シ
エ
タ
リ
、

と
あ
る
。
③
で
は
、

此
篇
ハ
論
語
ノ
終
リ
ユ
ヘ
大
様
尭
舜
以
来
相
伝
フ
ル
相
伝
ノ
コ
ト
バ

ト
モ
ヲ
ナ
ラ
ベ
タ
テ
ラ
レ
テ
孔
子
ノ
道
モ
教
モ
此
二
十
篇
ニ
ノ
コ
ツ

テ
居
ル
、
二
十
篇
ノ
相
伝
ル
本
元
ヲ
示
サ
レ
タ
モ
ノ
、
サ
レ
ト
モ
古

語
ヲ
並
タ
故
ツ
ブ
〳
〵
ト
シ
タ
コ
ト
モ
次
第
ソ
ギ
ツ
ギ
ナ
コ
ト
ア
レ

ト
モ
、
大
様
ニ
合
点
シ
テ
右
ノ
旨
ガ
此
一
篇
ノ
大
事
ト
思
ヘ
、

と
あ
る
如
く
、
趣
旨
を
同
じ
う
し
て
い
る
が
そ
の
説
き
様
は
異
な
る
。
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
一
致
す
る
箇
所
が
あ
る
の
は
清
書
す
る
際
、
①
を
参
考
と
し

て
い
た
事
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
ま
れ
衛
霊
公
か
ら
堯
曰
ま
で
の

五
篇
は
①
と
②
・
③
と
で
内
容
の
異
な
る
講
義
録
で
あ
る
事
は
間
違
い
な

い
。

　

さ
ら
に
③
の
衛
霊
公
第
一
五
・
季
氏
第
一
六
・
陽
貨
第
一
七
・
微
子
第

一
八
・
子
張
第
一
九
・
堯
曰
第
二
〇
は
何
れ
も
二
篇
合
冊
の
講
義
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
共
通
点
と
は
、
開
講
さ
れ
た
月
日
を
記
し
て
い
る
点
に
あ

る
（
合
冊
で
は
な
い
が
開
講
月
日
は
②
に
も
見
え
る
。
た
だ
し
、
堯
曰
日

篇
を
欠
く
た
め
、
奥
書
を
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
）。

季
氏　
「
十
一
月
廿
六
日
」

陽
貨　
「
十
一
月
廿
九
日
晴
」・「
二
月
廿
三
日
晴
」・「
三
月
二
日
晴
」
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子
張　

�「
三
月
廿
二
日
晴
天
」・「
三
月
廿
四
日
」・「
三
月
廿
八
日
」・

「
三
月
三
十
日
」・「
四
月
三
日
晴
天
」

堯
曰　

�「
先
生
講
此
書
開
端
于
享
保
甲
辰
六
月
十
九
日
、
終
于
戌
申

四
月
六
日　

澤
田
咸
熈　

謹
録
」

　

右
に
よ
れ
ば
、
強
斎
は
享
保
十
二
年
十
一
月
か
ら
翌
十
三
年
四
月
に
か

け
て
季
子
か
ら
堯
曰
に
至
る
最
後
の
五
編
を
講
じ
た
事
と
な
る
。
衛
霊
公

の
月
日
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
季
子
と
合
冊
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
同
時

期
の
講
義
（
十
月
頃
か
）
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
享
保
九
年
か

ら
同
十
三
年
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
強
斎
の
『
論
語
』
講
義
と
は
②
の
学

而
・
為
政
（
た
だ
し
清
書
前
）、
②
・
③
の
衛
霊
公
・
季
氏
・
陽
貨
・
微
子
・

子
張
・
堯
曰
（
た
だ
し
②
は
子
張
・
堯
曰
を
欠
く
）
と
な
る
。
③
の
奥
書

に
見
え
る
「
澤
田
咸
熈
」
と
は
沢
田
一
斎（
９
）で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
③
の
八
冊

目
は
子
罕
第
九
、九
冊
目
に
霊
公
第
一
五
・
季
氏
第
一
六
、一
〇
冊
目
に
陽

貨
第
一
七
・
微
子
第
一
八
と
配
さ
れ
、
一
一
冊
目
か
ら
本
来
の
順
序
に
戻

り
、
最
後
の
一
六
冊
目
に
子
張
第
一
九
・
堯
曰
第
二
〇
と
な
る
。
か
く
も

順
序
が
変
則
的
に
な
っ
た
要
因
は
定
か
で
な
い
。

　

以
上
を
整
理
す
る
と
強
斎
は
享
保
九
年
か
ら
『
論
語
』
の
講
義
を
行
っ

た
が
、
纏
ま
っ
た
「
師
説
」（
講
義
筆
記
）
と
し
て
は
広
木
忠
信
が
筆
録

し
た
正
徳
三
年
か
ら
享
保
四
年
の
『
論
語
講
義
』
が
最
も
整
え
ら
れ
て
い

た
為
、
こ
れ
を
正
説
と
し
て
い
た
。
そ
の
正
説
に
基
づ
き
つ
つ
、
衛
霊
公

か
ら
堯
曰
の
「
師
説
」
に
つ
い
て
は
当
時
（
享
保
十
二
年
か
ら
同
十
三
年
）

行
っ
て
い
た
講
説
内
容
へ
と
更
新
し
、「
師
説
」
を
纏
め
直
し
た
事
が
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
③
の
酒
井
家
文
庫
本
『
論
語
師
説
』
で
あ
ろ
う
。
②

の
無
窮
会
織
田
文
庫
本
は
基
本
的
に
③
の
写
し
で
あ
り
、
一
部
清
書
し
た

内
容
が
失
わ
れ
て
い
た
為
、
沢
田
一
斎
の
手
許
に
あ
っ
た
①
や
③
の
清
書

前
の
原
本
で
こ
れ
を
補
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
次

節
以
降
で
は
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

二
、
師
道
継
承
の
講
説

　

講
説
の
基
本
姿
勢
は
「
読
論
語
孟
子
法
」
に
於
い
て
端
的
に
見
え
る
。

ウ
カ
ラ
〳
〵
読
デ
ハ
徒
然
草
ヲ
読
モ
同
シ
コ
ト
、
如
何
〳
〵
ト
切
カ

フ
デ
読
テ
サ
テ
句
々
云
〳
〵
一
句
〳
〵
ア
ダ
ニ
見
ヌ
コ
ト
…
我
心
ニ

ヱ
コ
ヒ
イ
キ
有
テ
ハ
意
ガ
移
ラ
ヌ
、

強
斎
は
浮
つ
い
た
心
で
『
論
語
』・『
孟
子
』
を
読
ん
で
は
な
ら
ぬ
と
注
意

し
た
。
ま
し
て
や
自
ら
を
甘
や
か
す
よ
う
な
姿
勢
で
は
、『
論
語
』
に
込

め
ら
れ
た
意
味
は
奥
意
を
「
心
」
か
ら
理
解
す
る
事
は
出
来
ま
い
。
し
か

し
単
に
「
心
」
で
理
解
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
強
斎
は
『
論
語
』

を
「
読
む
」
と
い
う
行
為
に
つ
い
て
、

我
身
ガ
孔
子
ノ
門
下
ニ
学
テ
我
疑
ヲ
ア
ナ
タ
ヘ
正
シ
、
ア
タ
ナ
ノ
教
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ヲ
承
テ
己
ガ
受
用
ト
ス
ル
ノ
合
点
デ
ナ
フ
テ
ハ
何
ノ
用
ニ
タ
ヽ
ヌ
モ

ノ
ニ
ナ
ル
、
門
人
流
ノ
孝
ヲ
尋
ラ
ル
ヽ
ヲ
ジ
キ
ニ
我
今
日
親
ニ
事
ル

コ
ト
ト
合
点
シ
テ
ヒ
シ
〳
〵
ト
我
身
ニ
引
受
テ
イ
カ
デ
ハ
論
孟
ヨ
ム

モ
徒
然
草
読
モ
同
シ
コ
ト
、
…
ヨ
ソ
ノ
コ
ト
ト
思
ヘ
バ
我
ヘ
切
ニ
ナ

イ
処
カ
ア
ロ
フ
ソ
、

と
す
る
。
同
様
の
事
は
「
論
孟
ニ
読
法
ヲ
付
ラ
ル
ヽ
、
昔
物
語
ニ
セ
ス
、

今
日
ノ
コ
ト
ト
思
ヒ
体
任マ
マ

ト
云
カ
コ
レ
ソ
」（
顔
淵
第
一
二
「
克
己
復
礼
」

章
）と
も
あ
る
が
、今
な
お
目
前
と
す
る
孔
子
に
教
え
を
乞
う
よ
う
に『
論

語
』
は
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
『
論
語
』
を
他
人
事
の
よ
う
に
読
ん

で
も
意
味
が
無
く
、「
我
身
ニ
引
受
」な
が
ら
合
点
せ
よ
、と
強
斎
は
言
う
。

以
上
は
『
論
語
』・『
孟
子
』
の
読
書
法
で
あ
る
が
目
の
前
に
師
が
居
ら
ず

と
も
、
講
義
筆
記
を
読
む
事
で
師
か
ら
直
接
の
講
義
を
受
け
る
事
を
可
能

な
ら
し
め
る
崎
門
学
派
の
訓
蒙
書
と
し
て
機
能
し
た
「
師
説
」
の
性
格
に

も
符
合
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
、

切
ニ
ス
ル
ト
云
、熟
読
吟
味
ト
云
ガ
大
事
、切
ハ
マ
ヘ
ノ
体
認
ノ
旨
、

必
至
ト
ジ
カ
ニ
ス
リ
付
キ
シ
リ
付
ル
コ
ト
、

と
あ
る
如
く
、
強
斎
の
講
説
に
於
け
る
基
本
姿
勢
も
絅
斎
同
様（

（1
（

、「
体
認
」

を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
強
斎
は
「
道
ヲ
学
フ
ハ
コ
ノ
仁
ニ
ナ
リ
タ
サ
ヨ
リ
ナ
イ
、
道
学

ヲ
カ
タ
ル
目
当
コ
ノ
一
字
ニ
帰
ス
」（
里
仁
第
四「
里
仁
為
美
」章
）と
し
、

ま
た
、詞紂

ヲ
武
王
ノ
ウ
タ
ル
ヽ
ナ
ド
何
ニ
モ
セ
ヨ
臣
ト
シ
テ
君
ヲ
伐
義
理
ノ

メ
デ
タ
イ
ト
ハ
イ
ハ
レ
ヌ
、
コ
ヽ
ハ
カ
ケ
テ
ア
ル
カ
ラ
未
ト
ア
ル
、

コ
ノ
未
ノ尽

善字
万
世
君
臣
ノ
大
義
ヲ
尽示

サ
レ
タ
ソ
、
泰
伯
文
王
ヲ
至
徳

ト
云
、
至
善
ノ
ギ
ン
ミ
コ
ヽ
ニ
ア
ツ
テ
、
湯
武
放
伐
ノ
落
着
コ
ヽ
ニ

ア
ル
コ
ト
学
者
ノ
目
当
至
善
ヨ
リ
ナ
イ
ガ
コ
レ
ソ
、

�

（
八
佾
第
三
「
子
謂
韶
」
章
）

と
あ
っ
て
、
武
王
の
放
伐
（「
未
善
尽
」）
を
否
定
す
る
。
一
方
で
「
学
者

ノ
目
当
」
と
す
べ
き
は
紂
王
に
対
し
、
臣
節
を
全
う
し
た
文
王
（
ま
た
泰

伯
）
の
「
至
徳
」・「
至
善
」
と
説
く
。
こ
の
文
王
の
精
神
を
学
ぶ
も
の
と

し
て
強
斎
は
、

武文

王
ヲ
文武

王
ノ
場
ニ
オ
カ
ハ
武
王
ノ
ワ
ザ
ハ
セ
ラ
レ
マ
イ
ハ
拘
幽
操

ソ
、
万
世
ノ
手
本
ハ
泰
伯
文
王
夷
斉
善
ノ
至
、
至
徳
ノ
至
ハ
同
シ
フ

動
カ
ヌ
ス
ミ
カ
ネ
ト
思
ヘ
シ
、

と
あ
る
如
く
、
学
祖
山
崎
闇
斎
が
嘗
て
表
章
し
た
『
拘
幽
操
』
を
挙
げ
た
。

『
論
語
』
一
貫
の
「
目
当
」
と
は
、
同
書
に
も
込
め
ら
れ
た（

（1
（

「
仁
」
の
「
体

認
」
に
他
な
ら
な
い
。

　

そ
の
「
仁
」
が
「
愛
」
と
し
て
発
露
す
れ
ば
「
イ
ト
ヲ
シ
ム
ワ
ザ
ニ
行

ハ
レ
テ
カ
ラ
愛
」（
学
而
第
一
「「
其
為
人
也
孝
弟
」
章
」）
と
あ
る
如
く
、

我
が
身
の
「
ワ
ザ
」
と
し
て
行
わ
れ
る
。
か
く
の
如
く
「
心
身
一
致
」
し
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た
姿
こ
そ
「
徳
」（「
仁
」）
を
守
り
通
し
た
真
の
「
学
者
」
た
る
「
仁
人
」・

「
仁
者
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
境
地
に
達
す
れ
ば
君
父
の
困
難
を
捨
て
置

け
ず
、
自
然
と
我
が
身
命
を
尽
く
す
。「
仁
」
と
は
ま
さ
に
自
ら
靖
ん
ず

る
「
心
」
で
あ
り
、
親
を
思
う
が
如
く
君
国
を
思
う
、
已
む
に
已
ま
れ
ぬ

「
心
」
を
意
味
す
る
「
至
誠
惻
怛
」・「
繾
綣
惻
怛
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の

「
仁
説
」
は
闇
斎
─
絅
斎
と
師
道
一
貫
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
早
い
う
ち

に
強
斎
も
習
得
し
て
い
た（

（1
（

。

　

最
後
に
述
而
第
七
「
徳
之
不
修
、
学
之
不
講
」
章
か
ら
「
講
学
」
の
意

義
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
。

講
ハ
ヨ
リ
ア
フ
テ
僉
議
シ
テ
云
テ
モ
見
タ
リ
書
テ
モ
見
タ
リ
テ
ホ
ツ

コ
リ
ト
磨
ケ
ル
ソ
、
講
ヲ
ノ
ケ
テ
学
フ
ハ
誰
モ
大
学
ハ
読
メ
ト
モ
商象

山
陽
明
ヲ
信
ス
ル
ハ
天
下
古
今
ノ
学
術
タ
ル
コ
ト
カ
ア
カ
ヌ
カ
ラ

ソ
、
此
二
ツ
ハ
吾
身
ニ
ア
ル
修
行
ア
ト
二
ツ
ハ
善
ヲ
聞
テ
ハ
居
ナ
ホ

リ
、
不
善
ハ
改
ル
遷
レ

善
去
レ

悪
ハ
一
言
テ
ハ
克
己
ノ
コ
ト
、
義
ノ
筋

目
ヲ
聞
ト
ス
グ
ニ
ソ
レ
ヘ
乗
カ
ハ
ル
…
学
ハ
講
ス
ル
テ
磨
ケ
ル
ソ
、

『
論
語
』
を
講
じ
な
が
ら
内
容
を
よ
く
吟
味
し
、
弟
子
は
そ
の
内
容
を
見

聞
き
し
、
筆
記
す
る
事
で
『
論
語
』
に
記
さ
れ
た
内
容
は
体
得
さ
れ
、
心

も
「
ホ
ツ
コ
リ
ト
磨
」
か
れ
る
。
こ
の
繰
り
返
し
を
通
じ
て
「
不
善
」
は

改
ま
り
、「
善
」
も
身
に
定
着
す
る
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
「
師
説
」（
崎
門

学
派
の
講
義
筆
記
）
の
作
成
過
程
と
は
、
経
書
の
教
え
を
体
認
す
る
「
修

行
」
な
の
で
あ
る
。
絅
斎
は
『
論
語
』
の
内
容
を
「
体
認
」
す
る
為
に
も
、

か
く
の
如
き
「
講
学
」
が
必
要
不
可
欠
な
る
事
を
説
い
て
い
た
が（

（1
（

、
強
斎

も
同
様
の
姿
勢
で
『
論
語
』
を
講
ず
る
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
如
く
、
強

斎
の『
論
語
』講
義
が
絅
斎
の
師
説
を
基
本
と
す
る
事
に
留
意
し
た
上
で
、

次
節
で
は
強
斎
の
説
く
「
理
」
に
つ
い
て
概
観
し
よ
う
。

三
、「
理
」
を
め
ぐ
る
講
説

　
『
論
語
』
を
通
じ
て
体
認
を
目
指
す
「
仁
」
と
は
「
愛
之
理
」
と
さ
れ
る
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
顔
淵
第
一
二
「
克
己
復
礼
」
章
を
徴
す
る
に
、

己
ト
云
字
テ
己
ナ
リ
カ
私
ニ
ナ
ル
…
ヲ
レ
ヲ
ノ
ケ
テ
仁
者
ニ
ナ
リ
ヤ

ウ
ハ
ナ
イ
、
己
カ
身
ヲ
ホ
カ
ニ
シ
テ
、
孝
ナ
子
、
忠
ナ
臣
、
全
徳
ノ

無
瑕
ニ
ハ
ナ
ラ
レ
ヌ
、

と
あ
る
が
、
闇
斎
は
「
己
」
を
自
己
自
身
と
考
え
た（

（1
（

。
そ
の
「
己
」
が
私

意
・
私
欲
に
よ
っ
て
「
私
」（「
ヲ
レ
」）
と
な
る
事
で
「
仁
」（「
愛
之
理
」）

は
曇
る
。
先
ず
は
「
ヲ
レ
ヲ
ノ
ケ
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
私
」
に
克

つ
修
養
に
励
み
「
己
」
へ
回
帰
す
れ
ば
、「
仁
」
を
体
認
し
て
忠
孝
の
「
全

徳
」
を
発
揮
せ
る
「
仁
者
」
と
な
る
。
真
の
「
己
」（
自
己
）
と
は
畢
竟
「
仁
」

（「
愛
之
理
」）
で
あ
り
、
或
い
は
そ
の
「
仁
」
を
体
認
し
た
「
己
」
の
姿

（「
仁
者
」）
と
言
え
よ
う
。
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そ
の
「
仁
」
に
つ
い
て
、

仁
ハ
本
心
ノ
ウ
ル
ハ
シ
ウ
、
イ
ミ
ジ
ウ
手
ヲ
ツ
ケ
ズ
、
ホ
ケ
ヤ
カ
ニ

ミ
ヅ
〳
〵
シ
タ
ル
味
ヲ
云
、
学
者
ハ
一
生
ノ
目
当
此
徳
ヲ
全
ス
ル
様

ニ
理
ヲ
ミ
ガ
ク
モ
存
養
ス
ル
モ
、
コ
レ
ヲ
無
疵
ニ
成
就
ス
ル
ヨ
リ
ナ

イ
ゾ
、�

（
学
而
第
一
「
巧
言
令
色
」
章
）

と
あ
る
如
く
、
本
心
の
麗
し
い
も
の
で
そ
れ
は
「
ホ
ケ
ヤ
カ
ニ
ミ
ズ
〳
〵

シ
タ
ル
」
も
の
で
あ
る
。「
理
ヲ
ミ
ガ
ク
」
と
は
、
上
述
し
た
如
く
「
講
学
」

を
通
じ
て
「
ホ
ツ
コ
リ
ト
磨
」
か
れ
て
い
く
。
抑
々
「
理
」
に
つ
い
て
強

斎
は
、理

ト
云
モ
ノ
ハ
活
ニ
活
テ
居
ル
。
物
ノ
ホ
コ
〳
〵
ア
タ
ヽ
カ
ナ
様
ナ

ル
モ
ノ
ヽ
、
ナ
マ
グ
サ
キ
様
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ（

（1
（

。

と
説
い
て
お
り
、
抽
象
的
な
概
念
と
し
て
捉
え
る
事
を
戒
め
た
。
こ
の
説

き
方
は
「
仁
」（「
理
」）
を
し
て
「
カ
ウ
生
抜
テ
、
ホ
ヤ
ホ
ヤ
ト
シ
タ
、

ニ
ツ
タ
リ
ト
シ
タ
、
シ
ミ
〴
〵
ナ
リ
ノ
生
抜
ノ
仁（

（1
（

」
と
説
い
た
絅
斎
の
師

風
を
承
け
た
も
の
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

　

抑
々
、
季
子
第
一
六
「
君
子
有
三
畏
」
章
に
於
い
て
朱
子
が
「
天
命
者
、

天
ノ

所
レ

賦
ル

惟
之
正
理
也（

（1
（

」と
説
く
よ
う
に「
理
」（「
正
理
」）を
下
す（「
天

命
」）
の
は
「
天
」
で
あ
り
、
形
而
上
的
存
在
で
あ
る（

（1
（

。
し
か
し
、
山
崎

闇
斎
の
考
え
る
「
天
」
は
違
っ
た
。
闇
斎
は
父
母
こ
そ
が
「
天
」
で
あ
り
、

そ
の
「
天
」
に
畏
敬
の
念
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
関
連
し
て
注
意
す

べ
き
は
闇
斎
の
敬
説
で
あ
る
。

　

闇
斎
に
於
け
る
「
天
」
に
対
す
る
「
敬
つ
つ
し
み」、

畏
敬
の
念
と
は
神
道
を
学

ぶ
事
で
我
に
内
在
す
る
神
（「
心
神
」）
へ
と
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

「
心
神
」
と
は
天
御
中
主
尊
よ
り
賜
っ
た
魂
（
分
霊
）
で
あ
る
。
そ
の
魂

に
よ
っ
て
神
と
人
と
の
間
は
神
か
ら
先
祖
、
そ
し
て
父
母
を
経
て
自
ら
へ

と
連
な
る
血
脈
的
一
貫
性
を
持
つ（

（2
（

。『
論
語
講
義
』（
①
）
と
同
時
期
（
享

保
六
年
）
に
強
斎
が
講
じ
た
『
中
庸
筆
記
』（
小
浜
市
立
図
書
館
酒
井
家

文
庫
所
蔵
）
に
於
い
て
も
「
天
人
切
目
ナ
ク
胞
ノ
ツ
ヾ
イ
テ
一
致
一
貫
」

と
見
え
、「
天
」
と
「
人
」
と
の
血
脈
的
一
貫
性
を
説
い
て
い
る（

（2
（

。
か
く

の
如
く
朱
子
の
説
を
超
え
た
闇
斎
の
「
天
」
の
理
解
と
敬
説
と
は
、
絅
斎

─
強
斎
に
も
継
承
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た（

（2
（

。

　

以
上
を
踏
ま
え
、『
論
語
師
説
』
に
見
え
る
「
理
」
に
つ
い
て
確
認
し

よ
う
。
八
佾
第
三
「
王
孫
賈
問
曰
」
章
に
附
さ
れ
た
朱
子
の
註
「
天
ハ

即

理
也
」
に
対
す
る
強
斎
の
講
説
に
は
、

天
ホ
ド
尊
イ
モ
ノ
ナ
シ
、
天
ハ
理
ノ
イ
キ
テ
イ
ル
名
、
仰
テ
モ
俯
シ

テ
モ
天
ノ
貫
カ
ヌ
コ
ト
ナ
ケ
レ
ハ
、
山
ノ
奥
、
海
ノ
果
マ
デ
モ
理
ノ

貫
カ
ヌ
コ
ト
ナ
フ
テ
夫
ハ
ス
グ
ニ
道
理
ソ
、
…
天
神
ニ
ツ
ミ
ヲ
得
レ

ハ
イ
ヅ
ク
ニ
媚
テ
マ
ヌ
カ
ヽ
ル
コ
ト
ハ
ナ
イ
ア
ル
デ
、
ト
ガ
メ
フ
様

ハ
ナ
ウ
テ
王
孫
賈
ト
ク
ト
間
ハ
誠
ニ
サ
フ
ト
感
服
ス
ル
ハ
ズ
ソ
、
注

天
即
理
也
、天
ガ
ス
ク
ニ
理
ノ
コ
ト
、理
生
テ
ア
ル
カ
ラ
天
ト
ハ
云
、
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…
理
ニ
タ
ガ
ヘ
ハ
心
ニ
ユ
ル
サ
ヌ
ガ
ス
グ
ニ
天
神
ノ
ユ
ル
サ
ヌ
処
、

と
あ
る
。
強
斎
は
万
物
を
一
貫
し
、「
理
ノ
イ
キ
テ
イ
ル
」「
天
」
を
し
て

「
天
神
」
と
説
く
。
絅
斎
の
『
論
語
師
説
』
同
章
に
も
、

天
ト
云
ハ
天
神
ナ
レ
ト
モ
コ
レ
ニ
祷
リ
ヘ
ツ
ラ
フ
相
手
ガ
ア
ル
デ
ナ

イ
、
親
ニ
対
シ
テ
ハ
親
ヲ
ヨ
ク
セ
ヨ
ト
云
、
天
カ
キ
ツ
ト
ツ
イ
テ
ヰ

ル
、
…
天
即
理
也
、
天
ノ
端
的
正
体
ヲ
説
ク
ゾ
、
天
ト
立
テ
ハ
尊
ヒ

対
ハ
ナ
イ
ソ
、

と
あ
る
如
く
、
強
斎
が
「
天
」
を
し
て
「
天
神
」
と
表
現
す
る
の
は
絅
斎

に
由
来
す
る
も
の
で
、
淵
源
と
す
る
と
こ
ろ
は
闇
斎
の
敬
説
で
あ
ろ
う
。

　

絅
斎
と
強
斎
の
講
説
に
大
き
な
違
い
は
な
い
。
闇
斎
の
敬
説
を
承
け
た

絅
斎
も
「
天
」
を
抽
象
的
な
概
念
と
は
せ
ず
、「
天
神
」
と
す
る
事
で
実

体
が
あ
る
か
の
如
く
説
い
て
い
た（

（2
（

。
た
だ
し
強
斎
は
、
そ
の
生
ま
れ
つ
き

備
わ
り
、
実
体
を
持
っ
た
「
天
神
」（「
天
」＝「
理
」）
が
「
イ
キ
テ
イ
ル
」

事
を
繰
り
返
し
説
い
て
お
り
、
こ
の
点
が
絅
斎
と
異
な
る
。
即
ち
「
理
」

が
「
天
」（
天
神
─
父
母
）
か
ら
血
脈
的
に
受
け
継
が
れ
、
生
々
し
く
一

身
の
中
で
生
き
た
存
在
（「
天
神
」）
で
あ
る
事
を
強
調
す
る
と
こ
ろ
に
強

斎
の
特
徴
が
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
当
時
、
強
斎
が
少
な
か
ら
ず
神

道
を
学
ん
で
い
た（

（2
（

事
は
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。こ
の
点
は「
天
」と「
理
」

に
関
連
す
る
「
天
命
」
の
講
説
か
ら
も
窺
え
る
。

　

そ
こ
で
先
ず
は
絅
斎
に
よ
る
子
罕
第
九
「
子
罕
言
利
」
章
の
講
説
を
徴

す
る
に
、

天
命
自
然
ノ
命
ソ
、
ソ
レ
ガ
生
ノ
マ
ヽ
ニ
人
ノ
身
ニ
備
テ
有
モ
命
ゾ

…
目
テ
ハ
見
ヨ
、
耳
テ
ハ
キ
ケ
ト
云
様
ニ
仰
付
ラ
レ
テ
ア
ル
ハ
理
ノ

命
ト
云
モ
ノ
、

と
あ
る
。「
天
命
」
と
は
「
天
」
か
ら
の
「
云
付
」
で
あ
り
、
我
々
に
様
々

な
指
令
（「
仰
付
」）
を
出
す
。「
天
」
が
実
態
を
伴
う
存
在
で
あ
る
か
の

如
く
絅
斎
は
説
い
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
理
ノ
命
」
と
す
る
に
止
ま
っ

た
。

　

一
方
、
強
斎
に
よ
る
同
章
の
講
説
で
は
、

…
人
物
皆
天
命
ノ
理
ニ
生
レ
付
テ
居
ル
、
或
ハ
吉
凶
禍
福
皆
天
命
ノ

自
然
命
ノ
一
字
ガ
天
ヨ
リ
人
ニ
与
フ
ル
全
体
ノ
名
、
天
ノ

神
ノ
ミ
コ

ト
ノ
リ
ノ
筋
ヲ
見
レ
ハ
、
目
ハ
見
ヨ
ト
ノ
ミ
コ
ト
ノ
リ
ナ
リ
ニ
目
ノ

性
ト
ナ
ル
ハ
、筋
目
ナ
リ
ノ
理
ノ
命
ニ
テ
天
ノ
神
ノ
ミ
コ
ト
ノ
リ
ゾ
、

と
あ
る
。「
天
ハ
理
ノ
イ
キ
テ
イ
ル
名
」と
す
る
強
斎
は
こ
こ
で「
理
ノ
命
」

と
す
る
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
上
述
し
た
如
く
「
理
ノ
イ
キ
テ
イ
ル
名
」

が
「
天
」（「
天
神
」）
で
あ
る
。
故
に
「
天
命
」
と
は
「
理
ノ
命
」
に
し

て
「
天
ノ
神
ノ
ミ
コ
ト
ノ
リ
」
と
し
た
。
こ
の
僅
か
な
違
い
は
強
斎
が
「
イ

キ
テ
イ
ル
」「
理
」（「
天
」・「
天
神
」）
の
存
在
を
絅
斎
以
上
に
強
く
意
識

し
て
お
り
、
ま
た
そ
の
「
イ
キ
テ
イ
ル
」「
理
」
を
聴
講
者
へ
実
感
さ
せ

る
べ
く
苦
心
し
て
い
た
事
を
窺
わ
し
め
る
。



若林強斎『論語師説』と自己─ 85 ─
　

な
お
、神
道
相
伝
後
、強
斎
が
垂
加
神
道
の
神
学
に
基
づ
き
講
じ
た『
大

学
序
講
義
』
で
は
「
天
」
を
「
日
本
デ
ハ
天
御
中
主
」
と
し
た
上
で
左
の

如
く
説
い
た
。

ソ
ノ
ミ
コ
ト
ノ
リ
ナ
リ
ヲ
目
十
分
ニ
ミ
ル
、
耳
モ
十
分
ニ
詔
ナ
リ
ニ

働
ク
ハ
、
外
ニ
ナ
イ
、
人
バ
カ
リ
ニ
カ
ギ
リ
タ
コ
ト
。
コ
ノ
天
御
中

主
ノ
詔
ヲ
ウ
ケ
ヱ
タ
カ
ラ
ハ
、
天
御
中
主
ノ
御
心
ナ
リ
ニ
生
レ
タ
身

ユ
ヘ
…（

（2
（

先
に
掲
げ
た
『
論
語
師
説
』（
③
）
所
載
の
子
罕
第
九
「
子
罕
言
利
」
章

の
講
説
と
は
、
正
徳
三
年
か
ら
享
保
四
年
の
講
義
録
『
論
語
講
義
』（
①
）

を
再
録
し
た
内
容
で
あ
る
。「
天
命
」
を
「
天
ノ
神
ノ
ミ
コ
ト
ノ
リ
」
と

す
る
講
説
と
は
、『
大
学
序
講
義
』
の
先
駆
を
な
す
も
の
と
言
え
よ
う（

（2
（

。

強
斎
は
神
道
を
独
自
に
学
ん
で
い
た
頃
よ
り
、
か
く
の
如
く
「
天
」
と
「
天

命
」
と
を
把
握
し
て
い
た（

（2
（

。
神
道
相
伝
後
、
か
よ
う
な
「
天
命
」
に
対
す

る
認
識
を
強
斎
が
さ
ら
に
深
め
て
い
っ
た
事
は
、『
論
語
講
義
』（
①
）
と

『
論
語
師
説
』（
③
）
と
の
間
に
あ
る
差
異
か
ら
も
窺
え
る
。

　
「
天
命
」
に
つ
い
て
『
論
語
講
義
』（
①
）
よ
り
、
今
一
つ
季
子
第
一
六

「
君
子
有
三
畏
」
章（

（2
（

か
ら
確
認
し
よ
う
。

天
命
ハ
人
ノ
身
ト
生
ル
ヽ
カ
ラ
ハ
、
サ
ウ
セ
デ
カ
ナ
ハ
ヌ
様
ニ
ア
ナ

タ
カ
ラ
ノ
ツ
ヒ
キ
ナ
ウ
人
ノ
身
ニ
セ
デ
カ
ナ
ハ
ヌ
様
ニ
身
ニ
ア
ル
処

ノ
義
理
ヲ
サ
シ
テ
云
ツ
メ
テ
云
ヘ
バ
、
人
ノ
心
ニ
生
レ
得
テ
ヰ
ル
五

常
ノ
性
ナ
レ
ド
モ
我
身
カ
ラ
云
詞
デ
ハ
ナ
ウ
テ
、
タ
ト
ヘ
バ
子
ト
シ

ハ
テ
親
ヲ
ヨ
ク
セ
イ
ト
身
ニ
ツ
ケ
テ
ア
ナ
タ
カ
ラ
下
知
ア
ル
ゾ
、
…

君
子
ハ
目
ヲ
生
レ
付
テ
明
ニ
ミ
ヨ
ト
云
ノ
目
ガ
ク
ラ
シ
、
子
ト
生
レ

タ
身
ニ
不
孝
テ
ハ
ア
ナ
タ
カ
ラ
生
付
テ
ヲ
カ
レ
タ
ワ
ケ
ヲ
皆
ナ
イ
モ

ノ
ニ
ス
ル
故
ソ
コ
ヲ
失
ハ
ヌ
様
ニ
ト
ス
ル
、
ソ
レ
ナ
ラ
バ
天
理
ト
云

テ
モ
ヨ
イ
ガ
、
天
命
ト
ア
レ
バ
君
命
ト
云
様
ナ
ノ
ツ
ヒ
キ
ナ
イ
、
ヌ

ケ
モ
ヨ
ケ
モ
ナ
ラ
ヌ
差
図
ゾ
、

「
天
命
」
と
は
「
君
命
」
の
如
き
も
の
で
あ
る
と
し
、「
子
罕
言
利
」
章
の

如
く
「
天
ノ
神
ノ
ミ
コ
ト
ノ
リ
」
と
は
表
現
し
て
い
な
い
。

　

一
方
、
神
道
相
伝
後
の
享
保
十
二
年
講
『
論
語
師
説
』（
③
）
に
於
け

る
同
章
の
講
説
に
は
、

天
命
ハ
人
ノ
生
ル
ナ
リ
ニ
ア
ナ
タ
カ
ラ
ノ
ツ
ヒ
キ
ナ
ヒ
身
ニ
ソ
フ
セ

デ
叶
ハ
ヌ
様
ニ
御
指
図
ノ
向
イ
キ
ツ
テ
ア
ル
コ
ト
、
必
竟
天
理
モ
同

様
ナ
コ
ト
ナ
レ
ト
モ
天
命
ト
云
ト
キ
ハ
天
神
ヨ
リ
仰
付
ラ
レ
テ
愛
フ

シ
メ
ノ
仰
付
ラ
レ
ガ
、
イ
ト
ヲ
シ
マ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
様
ニ
仁
ニ
生
レ
付

ウ
ヤ
マ
ヘ
ト
ノ
仰
付
ガ
敬
マ
ワ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
様
ニ
礼
ニ
生
レ
ツ
イ
テ

イ
ル
、コ
チ
カ
ラ
云
コ
ト
デ
ナ
イ
、ア
ナ
タ
カ
ラ
下
知
ノ
ア
ル
ヲ
云
、

同
コ
ト
テ
五
常
ノ
天
理
ノ
ト
同
シ
様
ナ
レ
ト
モ
五
常
ハ
身
カ
ラ
云
、

天
理
ハ
ヒ
ロ
イ
ソ
、

と
あ
る
。
講
説
の
主
旨
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
が
『
論
語
講
義
』
か



國學院雑誌　第 125 巻第 12 号（2024年） ─ 86 ─

ら
若
干
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
強
斎
は
前
篇
に
即
す
が
如
く
、
改

め
て
「
天
命
」
を
「
天
神
ヨ
リ
仰
付
」
と
説
い
た
。
我
々
は
生
ま
れ
つ
き

備
わ
っ
た
「
天
神
」
が
「
愛
フ
シ
」
い
と
仰
せ
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
御
命
令

に
よ
っ
て
愛
お
し
ま
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
講
説
は
「
ソ
ノ
ミ
コ
ト
ノ
リ

ナ
リ
ヲ
目
十
分
ニ
ミ
ル
、
耳
モ
十
分
ニ
詔
ナ
リ
ニ
働
ク
ハ
、
外
ニ
ナ
イ
」

云
々
と
説
い
た
『
大
学
序
講
義
』
に
通
ず
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
続

け
て
、天

命
ハ
天
神
ヨ
リ
詔
ヲ
下
シ
、
子
タ
ル
身
カ
ラ
ハ
ヒ
ツ
シ
リ
ト
親
ヲ

イ
ト
ヲ
シ
メ
ト
ノ
ツ
ヒ
キ
ナ
ヒ
様
ニ
ア
ル
ヲ
云
ソ
、
コ
ヽ
ヲ
ソ
ム
イ

テ
ハ
人
テ
ナ
シ
、
コ
ヽ
ニ
見
カ
ギ
ラ
レ
テ
ハ
天
地
ノ
間
ノ
身
ノ
イ
ル

処
ガ
ナ
イ
、
ソ
レ
カ
背
ニ
シ
ミ
コ
フ
デ
畏
テ
イ
ル
ガ
畏
天
命
ソ
、
ワ

ル
イ
コ
ト
ス
レ
バ
罰
ガ
ア
タ
ル
、
ヨ
イ
コ
ト
ス
ル
幸
ニ
ア
フ
モ
天
神

ナ
レ
ト
モ
、
ソ
レ
ハ
吉
凶
禍
福
ノ
筋
デ
小
人
ノ
コ
ワ
ガ
ル
ガ
ソ
レ
ソ

…
コ
ヽ
ノ
天
命
ハ
目
ハ
明
ニ
ミ
ヨ
、
親
ハ
イ
ト
フ
シ
メ
ト
ツ
ン
ト
筋

目
ナ
リ
ノ
イ
ギ
イ
ヤ
イ
ハ
レ
ヌ
ヤ
ツ
ニ
身
ニ
ウ
ケ
キ
ツ
テ
イ
ル
ア
タ

ナ
ノ
仰
付
ラ
レ
ヲ
云
コ
ト
ソ
、

と
あ
る
。『
論
語
講
義
』（
①
）・『
論
語
師
説
』（
③
）
共
に
講
説
の
主
旨

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
だ
が
、
神
道
相
伝
後
の
後
者
は
「
天
命
」
を
し
て

「
天
神
ヨ
リ
詔
」・「
天
神
ヨ
リ
仰
付
」・「
天
神
ナ
レ
ト
モ
」
と
繰
り
返
し

説
い
て
い
る
。

　

上
述
し
た
如
く
『
論
語
師
説
』（
③
）
に
収
め
ら
れ
た
講
説
と
は
、
多

く
が
広
木
忠
信
筆
録
『
論
語
講
義
』（
①
）
の
再
録
で
あ
る
。
た
だ
し
、

衛
霊
公
か
ら
堯
曰
に
至
る
六
篇
は
例
外
で
あ
り
、
享
保
十
二
年
か
ら
同

十
三
年
当
時
の
講
義
内
容
に
更
新
さ
れ
て
い
た
。
強
斎
が
こ
の
う
ち
季
子

第
一
六「
君
子
有
三
畏
」章
を
更
新
し
た
所
以
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、

「
天
」（「
理
」）
を
「
天
神
」
と
し
、
或
い
は
「
天
命
」
を
「
天
ノ
神
ノ

ミ
コ
ト
ノ
リ
」
と
説
い
て
い
た
前
篇
の
講
説
に
即
し
た
内
容
へ
改
め
ん
と

し
た
事
に
よ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

ま
た
「
天
命
ト
ア
レ
バ
君
命
」（
①
）
と
「
天
命
ハ
天
神
ヨ
リ
詔
」（
③
）

と
は
、
厳
格
な
る
指
令
（「
天
命
」）
を
表
現
す
る
点
で
違
い
は
な
い
。
た

だ
し
「
君
命
」
が
外
部
か
ら
の
指
令
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
こ
を
「
天
神

ヨ
リ
」
と
表
現
を
改
め
る
だ
け
で
、
前
篇
に
即
す
と
我
に
内
在
し
、「
イ

キ
テ
イ
ル
」「
天
」（「
天
神
」＝「
理
」）
か
ら
の
指
令
と
い
う
意
味
が
は
っ

き
り
す
る
。『
論
語
師
説
』（
③
）
は
よ
り
内
面
に
意
識
を
向
か
わ
せ
、「
己
」

（
自
己
）
の
存
在
を
感
ぜ
し
む
る
講
説
へ
と
変
化
し
て
い
た
。

　

か
く
の
如
く
、
闇
斎
─
絅
斎
の
師
説
を
承
け
た
強
斎
は
、
神
道
説
を
も

補
助
的
に
交
え
て
「
理
」
や
関
連
す
る
概
念
を
説
い
た（

（2
（

。
こ
れ
に
よ
っ
て

強
斎
は
そ
れ
ら
を
抽
象
的
に
把
握
す
る
の
で
は
な
く
、
一
身
に
内
在
す
る

血
肉
の
通
っ
た
存
在
（「
己
」＝
自
己
）
で
あ
る
事
を
聴
講
者
に
肌
身
で
実

感
さ
せ
る
講
義
を
展
開
し
て
い
た（

（3
（

。
か
よ
う
に
聴
講
者
へ
『
論
語
』
の
実
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感
を
促
し
、「
我
身
ニ
引
受
」
さ
せ
ん
と
す
る
特
徴
と
は
、「
経
」
と
「
権
」

を
め
ぐ
る
講
説
か
ら
も
窺
え
る
。次
節
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
。

四
、「
経
」
と
「
権
」
を
め
ぐ
る
講
説

　

子
罕
第
九
「
可
与
共
学
。
未
可
与
適
道
」
章
に
見
え
る
「
権
」
に
つ
い

て
強
斎
は
「
其
場
ハ
軽
重
ヲ
ハ
カ
リ
少
シ
モ
ス
ヂ
メ
ヲ
失
ハ
ヌ
ヤ
ウ
ナ
ヲ

権
ト
云
」
と
し
た
上
で
、

此
方
テ
ハ
後
醍
醐
天
皇
叡
山
ヲ
下
ラ
セ
ラ
レ
尊
氏
御
合
体
、
常
格
テ

ハ
天
皇
ノ
御
供
ノ
ハ
ズ
、
コ
ヽ
テ
歴
〳
〵
ノ
衆
、
本
間
孫
四
郎
ホ
ト

ノ
者
カ
下降
リ

タタ

、
一
之
宮
ニ
三
種
御
相
伝
カ
ラ
ハ
此
御
供
ヲ
ス
ル
カ
天権

ソ
…
平
生
義
ニ
合
フ
ハ
処
シ
ヤ
ス
イ
、
変
難
ナ
場
テ
ハ
難
イ
、
只
学

者
ハ
常
ヲ
守
リ
権
ハ
ナ
イ
ト
云
コ
ト
ヲ
知
ヘ
シ
、

と
説
く
。後
醍
醐
天
皇
は
足
利
尊
氏
と
和
睦
せ
ら
れ
た
。本
来（「
常
格
」）、

臣
下
は
天
皇
に
付
き
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
で
は
、
天
皇
と
和
睦
し
た
尊

氏
に
降
る
事
が
最
善
の
選
択
（「
権
」）
と
な
ろ
う
か
。
注
意
す
べ
き
は
こ

の
和
睦
以
前
に
、
後
醍
醐
天
皇
は
東
宮
恒
良
親
王
へ
三
種
神
器
を
譲
ら
れ

て
い
た
事
で
あ
る
（『
太
平
記
』
巻
一
七
）。
そ
の
上
で
、
恒
良
親
王
と
尊

良
親
王
を
奉
戴
す
る
新
田
義
貞
は
北
国
へ
下
向
し
た
。
か
く
も
変
難
な
場

が
生
じ
た
場
合
、
日
本
に
あ
っ
て
は
義
貞
の
如
く
「
三
種
御
相
伝
」
あ
る

と
こ
ろ
に
従
う
の
が
「
権
」
と
な
る
。
だ
が
、
後
醍
醐
天
皇
方
で
奮
戦
し

て
い
た
本
間
重
氏
を
も
、
判
断
を
見
誤
り
尊
氏
の
も
と
へ
下
っ
て
し
ま
っ

た
。
変
難
な
場
が
生
ず
れ
ば
、
こ
の
点
を
見
極
め
て
最
善
の
判
断
（「
権
」）

を
下
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
は
特
に
武
士
に
は
往
々
に
し
て

迫
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

だ
が
「
学
者
」
の
場
合
は
「
常
」
を
守
ら
ね
ば
な
ら
ず
「
権
」
は
な
い
、

と
い
う
。
即
ち
日
本
に
於
け
る
「
経
」（「
常
」）
と
は
「
三
種
御
相
伝
」

の
君
主
に
仕
え
る
事
で
あ
り
、「
経
」
を
弁
え
る
「
学
者
」
な
ら
ば
、
か

く
の
如
き
変
難
な
場
が
生
じ
て
も
「
軽
重
ヲ
ハ
カ
」
る
事
も
な
く
、「
常
」

の
通
り
に
生
き
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。故
に「
常
ヲ
守
リ
権
ハ
ナ
イ
」。

　

と
こ
ろ
で
絅
斎
の
『
箚
録
』
で
は
南
朝
に
つ
い
て
、

吉
野
ノ
正
統
即
後
醍
醐
ノ
御
子
孫
ノ
続
キ
ナ
レ
バ
、
即
手
ヲ
付
ズ
ノ

正
統
ナ
ル
ニ
、
高
氏
京
都
ニ
テ
別
ニ
帝
ヲ
立
、
是
デ
ケ
サ
ン
ト
ス
ル（

（3
（

。

と
あ
り
、
ま
た
『
常
話
箚
記
』
に
は
「
南
朝
ガ
ツ
ヾ
イ
テ
ゴ
ザ
ア
レ
バ
、

ヨ
シ
三
種
神
器
ハ
ナ
ウ
テ
モ
正
統
ゾ（

（3
（

」
と
あ
る
。
絅
斎
に
於
け
る
南
朝
正

統
の
根
拠
と
は
「
後
醍
醐
ノ
御
子
孫
ノ
続
キ
」
で
あ
る
為
で
あ
り
、「
三

種
御
相
伝
」
で
は
な
い
。
正
統
と
は
世
襲
で
あ
る
と
こ
ろ
に
絅
斎
の
眼
目

が
あ
っ
た（

（3
（

。

　

一
方
、
強
斎
は
「
三
種
御
相
伝
カ
ラ
ハ
此
御
供
ヲ
ス
ル
」
と
あ
る
如
く

「
三
種
御
相
伝
」
を
受
け
た
君
主
こ
そ
が
正
統
で
あ
り
そ
こ
に
従
う
べ
し
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（「
経
」）、
と
説
く
。
堯
曰
第
二
〇
「
天
之
暦
数
在
爾
躬
」
章
で
も
、

大
切
ナ
禅
リ
ヲ
ウ
ク
ル
身
ユ
ヘ
允
執
云
〻
コ
ヽ
カ
位
ユ
ツ
リ
ノ
大
事

ノ
詞
ソ
、
吾
国
三
種
御
相
伝
ト
申
ス
ハ
下
〻
オ
ソ
レ
多
キ
コ
ト
ユ
ヘ

ト
カ
ウ
申
上
ル
コ
ト
モ
ナ
イ
、

と
強
斎
が
説
い
て
い
る
通
り
、
日
本
で
即
位
（「
大
切
ナ
禅
リ
ヲ
ウ
ク
ル
」）

を
示
す
の
は
「
三
種
御
相
伝
」
な
の
で
あ
る
。
神
道
相
伝
以
前
の
強
斎
が

神
道
に
つ
い
て
語
っ
た
内
容
を
纏
め
る
『
神
道
夜
話
』
に
は
「
近
年
、
保

建
大
紀マ
マ

コ
レ
ア
リ
、
正
統
記
以
来
ノ
書
ニ
テ
、
キ
ハ
メ
テ
心
ア
ル
珍
重
ナ

ル
編
集
ナ
リ（

（3
（

」
と
あ
っ
て
、
栗
山
潜
鋒
の
大
著
『
保
建
大
記
』（
茨
城
多

左
衛
門
刊
、
正
徳
六
年
）
を
高
く
評
価
し
て
い
た
が
、
同
書
は
、

当
テ
二

是
時
ニ
一

。
宜
ク
下

以
三

躬
擁
ヲ
二

三
器
ヲ
一

為
上
レ

正
ト

。

と
三
種
神
器
の
あ
る
処
を
正
統
と
断
じ
た
。
強
斎
の
講
説
は
『
保
建
大
記
』

か
ら
学
ん
だ
正
統
論
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
絅
斎
の
講
説
も
確
か

に
日
本
の
風
土
に
即
し
て
『
論
語
』
に
記
さ
れ
た
内
容
の
実
践
を
促
す
も

の
で
あ
っ
た（

（3
（

。
そ
う
し
た
姿
勢
を
強
斎
も
承
け
て
い
る
が
、
日
本
の
風
土

（
国
体
）
に
対
す
る
理
解
は
絅
斎
に
比
し
て
よ
り
深
い
。

　

か
く
の
如
く
、
強
斎
は
日
本
の
風
土
（
国
体
）
と
国
史
に
基
づ
き
な
が

ら
「
経
」
と
「
権
」
を
説
き
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
『
論
語
』
が
今
に
通

ず
る
教
え
で
あ
る
事
も
講
じ
て
い
る
。
例
え
ば
季
子
第
一
六
「
季
氏
将
伐

顓
臾
」
章
で
強
斎
は
左
の
如
く
説
い
た
。

世
ヲ
ト
ロ
ヱ
道
カ
ス
カ
ニ
ナ
ル
ト
臣
権
ヲ
取
奪
フ
様
ニ
ナ
ル
、
吾
国

デ
申
テ
モ
神
道
衰
ヘ
王
道
下
ル
ト
ナ
ル
ト
武
家
ノ
権
ヲ
借
ラ
ネ
バ
下

カ
鎮
メ
ラ
レ
ヌ
様
ニ
ナ
リ
、
平
氏
繁
昌
シ
テ
メ
ツ
タ
ニ
バ
ツ
コ
ス
ル

ト
、
又
源
氏
ノ
権
カ
ツ
テ
亡
シ
テ
前
ノ
平
氏
ヨ
リ
頼
朝
ノ
権
カ
ツ
ヨ

フ
ナ
リ
、
北
条
ガ
ヌ
ス
ム
ヨ
ウ
ニ
ナ
リ
ド
フ
モ
セ
フ
様
ナ
イ
勢
ニ
ナ

ル
コ
ト
ノ
頼
朝
ガ
権
ヲ
握
ル
ト
思
ヘ
バ
、
ソ
ノ
家
ハ
北
条
ガ
取
セ
ン

グ
リ
ニ
ソ
レ
頼
朝
ノ
権
ヲ
奪
フ
タ
モ
ノ
手
ヨ
ク
奪
フ
タ
ソ
レ
マ
デ
ハ

国
々
ニ
国
司
ガ
ア
リ
、
名
分
ハ
ヲ
ト
ロ
ヱ
ナ
リ
ニ
タ
ツ
タ
ラ
大
江
ノ

廣
元
ガ
密
謀
デ
国
々
武
家
ヲ
置
何
事
ト
云
ト
討
手
ヤ
ル
ニ
及
バ
ズ
、

処
々
ノ
武
家
ガ
討
ツ
テ
ト
レ
バ
乱
ガ
イ
カ
ヌ
ト
云
云
立
デ
、
武
家
権

ヲ
取
様
ニ
ハ
カ
ツ
タ
モ
ノ
ソ
、

世
が
衰
え
る
と
君
臣
関
係
は
乱
れ
た
。
我
国
で
も
「
神
道
衰
ヘ
王
道
下
ル
」

と
武
家
が
跋
扈
し
、
武
家
の
中
で
争
い
が
続
く
よ
う
に
な
っ
た
で
は
な
い

か
。
か
よ
う
な
講
説
は
同
「
天
下
有
道
」
章
に
も
見
え
る
。

此
方
デ
モ
北
条
カ
ド
レ
ホ
ド
ケ
ツ
カ
フ
ナ
コ
ト
ヲ
ヤ
ツ
テ
モ
、
北
條

ガ
家
カ
ラ
出
ル
下
知
ハ
ト
ン
ト
ソ
デ
ナ
イ
モ
一
ツ
ガ
イ
上
テ
頼
朝
カ

ラ
モ
ソ
デ
ナ
イ
、
惣
追
捕
状
ノ
ミ
コ
ト
ノ
リ
ア
ル
ガ
勢
ソ
、
武
家
ノ

権
ヲ
頼
マ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
様
ニ
ナ
ツ
テ
ク
ル
ガ
ゼ
ヒ
モ
ナ
イ
コ
ト
ソ
、

…
天
子
ノ
御
代
〻
デ
ナ
ヒ
諸
侯
ノ
上
デ
云
ソ
、
サ
フ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ

ヌ
勢
ヒ
シ
ヤ
ハ
、
天
子
カ
ラ
出
ル
礼
楽
征
伐
ヲ
諸
侯
ノ
身
ト
シ
テ
ト
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ル
コ
ト
ナ
レ
バ
根
ノ
キ
レ
テ
ヲ
ル
草
木
ミ
ル
様
ナ
モ
ノ
、

同
章
で
は
「
吾
国
王
室
ヲ
ト
ロ
ヘ
武
家
繫
昌
ス
ル
ヲ
頼
朝
ト
云
ハ
雪
霜
ニ

ナ
ツ
テ
ノ
セ
ン
ギ
ソ
」
と
も
見
え
る
。
強
斎
は
直
接
的
に
時
勢
を
批
判
し

て
は
い
な
い
。
だ
が
、
実
際
に
「
武
家
ノ
権
ヲ
頼
マ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
様
」
に

な
り
、
諸
侯
（
徳
川
）
が
「
礼
楽
征
伐
」
を
執
っ
て
い
る
現
実
を
考
慮
す

れ
ば
、
こ
れ
ら
は
強
斎
が
抱
く
朝
権
衰
微
の
憂
い
を
反
映
し
た
講
説
で

あ
っ
て
、
緊
張
感
漂
う
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　

強
斎
は
日
本
の
風
土
（
国
体
）
や
国
史
を
踏
ま
え
た
上
で
『
論
語
』
を

講
じ
、
時
に
は
現
実
に
ま
で
聴
講
者
の
意
識
を
向
か
わ
せ
て
い
た
。
か
く

の
如
き
強
斎
の
師
風
を
承
け
る
と
共
に
、
よ
り
先
鋭
化
さ
せ
た
弟
子
こ
そ

所
謂
「
宝
暦
事
件
」
の
中
心
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
竹
内
式
部
に
他
な
ら

な
い（

（3
（

。

　

と
ま
れ
強
斎
は
「
理
」
な
ど
抽
象
的
な
概
念
を
肌
身
で
実
感
さ
せ
ん
と

し
て
い
た
が
、
以
上
も
ま
た
今
を
生
き
る
者
が
直
面
し
て
い
る
問
題
と
し

て
「
我
身
ニ
引
受
」
て
『
論
語
』
を
実
感
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
彼
の
講

説
に
対
す
る
姿
勢
が
よ
く
現
れ
て
い
る
。

　

か
よ
う
な
現
実
が
あ
ろ
う
と
も
学
問
を
志
し
た
の
な
ら
ば
、
自
己

（「
己
」・「
天
神
」）
を
自
覚
し
「
経
」
に
生
き
て
「
三
種
御
相
伝
」
の
「
御

供
ヲ
」
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
顔
淵
第
一
二
「
民
無
信
不
立
」
章
の
講
説
に

は
、

コ
ヽ
ハ
民
無
信
不
立
ト
ア
ル
、
君
カ
サ
ウ
ア
ル
カ
ラ
ソ
ウ
ア
ル
ソ
、

人
ニ
君
タ
ル
者
コ
ヽ
カ
大
事
コ
ヽ
カ
大
主
意
ト
ウ
ア
ツ
テ
モ
見
ハ
ナ

サ
ヌ
テ
君
民
一
体
ト
云
カ
ラ
食
ヲ
タ足

スツ
兵
ヲ
コ
ト
カ
ナ
ル
、
去
ヅ
ク

テ
云
ハ
ヽ
カ
ウ
シ
タ
コ
ト
ス
グ
リ
、
ス
ク
ツ
テ
骨
目
ノ
処
兵
食
カ
信

ス
ル
実
テ
ツ
マ
ル
処
兵
食
ヲ
待
ス
、
信
ス
ル
ホ
ト
ニ
ナ
フ
テ
ハ
本
ノ

コ
ト
テ
ナ
イ
、
名
将
ノ
籠
城
ニ
食
ハ
ツ
キ
テ
モ
ハ
ナ
レ
ヌ
ヲ
見
ヨ
、

許
遠
張
順
千
早
ノ
城
ナ
ト
ヲ
見
ヘ
ル
ソ
、

と
あ
る
。
民
が
君
に
対
し
て
信
頼
を
寄
せ
る
為
に
は
、
君
が
「
信
」
を
重

ん
じ
て
民
に
接
す
る
事
が
肝
要
で
あ
り
、
か
く
あ
れ
ば
「
君
民
一
体
」
の

理
想
的
「
社
会
」
は
実
現
す
る（

（3
（

。
か
よ
う
に
君
が
国
を
治
め
て
お
れ
ば
仮

令
、「
兵
食
」
が
足
ら
ず
と
も
、
民
（
臣
下
）
は
奮
戦
す
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
例
と
し
て
強
斎
は
和
漢
に
見
え
る
籠
城
の
歴
史
を
示
し
た
。
即
ち
安

禄
山
の
戦
い
で
睢
陽
城
の
防
戦
に
尽
く
し
た
許
遠
・
張
順
、
そ
し
て
楠
木

正
成
の
千
早
城
で
あ
る
。

　

ま
た
微
子
第
一
八
「
殷
有
三
仁
焉
」
章
に
見
え
る
「
微
子
ハ

去
リ
レ

之
ヲ

。

箕
子
ハ

為
リ
二

之
カ

奴
一

。
此
干
ハ

諫
テ

而
死
セ
リ

孔
子
ノ

曰
。
殷
ニ

有
リ
二

三
仁
一

焉
」

の
講
説
で
は
、

殷
有
云
〻
ト
感
慨
シ
テ
云
タ
ソ
、
此
一
言
テ
ミ
レ
ハ
忠
臣
義
士
心
ハ

チ
カ
イ
世
ハ
ヘ
タ
ヽ
リ
事
ハ
チ
カ
ウ
テ
モ
同
コ
ト
ト
ミ
ヘ
ル
、
扨
又

聖
人
千
歳
隔
テ
感
慨
ノ
語
意
カ
ウ
カ
ヽ
ワ
ル
ヽ
ソ
、
…
三
綱
五
常
ヲ
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ツ
ナ
ヒ
タ
ユ
ヘ
殷
ニ
三
仁
ア
ル
ト
ア
ル
内
ニ
ト
ウ
モ
イ
ヘ
ヌ
感
慨

ソ
、
宋
ノ
ク
ツ
レ
口
文
山
ノ
謝
畳
山
ナ
ト
カ
ア
ル
コ
ノ
方
、
後
醍
醐

天
皇
ノ
乱
ニ
正
成
正
行
ノ
衆
ア
ル
様
ナ
模
様
ノ
天
下
万
世
忠
臣
ノ
鏡

ハ
此
衆
ソ
、

と
あ
る
。
孔
子
は
微
子
・
箕
子
・
比
干
に
対
し
、
感
慨
を
込
め
て
「
殷
有

三
仁
焉
」
と
す
る
。
彼
ら
の
如
き
忠
臣
義
士
と
は
、
漢
土
に
文
天
祥
・
謝

枋
得
、
日
本
に
楠
木
正
成
・
正
行
父
子
が
お
り
、
強
斎
に
よ
れ
ば
皆
「
天

下
万
世
忠
臣
ノ
鏡
」
で
あ
る
と
い
う
。
絅
斎
も
『
論
語
』
の
教
え
を
体
認

し
、
実
践
し
た
模
範
と
し
て
楠
公
を
掲
げ
て
い
た（

（3
（

。
強
斎
も
ま
た
自
己
を

自
覚
し
、「
経
」に
生
き
た
忠
臣
義
士
の
模
範
と
し
て
楠
公（
ま
た
小
楠
公
）

を
こ
こ
で
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

前
掲
箇
所
に
続
け
て
強
斎
は
、
彼
ら
忠
臣
義
士
の
姿
勢
を
以
下
の
如
く

説
い
た
。

惻
怛
ハ
忍
ヒ
ヌ
カ
ラ
云
ソ
、
シ
ヤ
ニ
ヨ
ツ
テ
吾
身
顧
ル
コ
ト
モ
ア
ト

サ
キ
見
合
ス
コ
ト
モ
ナ
イ
、
紂
王
ナ
リ
ガ
吾
身
ナ
リ
吾
身
ナ
リ
ガ
紂

王
ナ
リ
ニ
思
ハ
レ
テ
身
一
ハ
イ
ソ
、
歎
キ
名
聞
カ
ラ
セ
ズ
、
真
実
カ

ラ
ス
ル
、
不
咈
云
〻
愛
之
理
ハ
イ
ト
オ
シ
ウ
テ
ヤ
マ
レ
ズ
忍
ヒ
ラ
レ

ヌ
、
…
大
切
ナ
君
ニ
ソ
ム
ク
コ
ト
ナ
ン
タ
ル
コ
ト
ニ
モ
ナ
ラ
ヌ
ハ
愛

之
理
シ
ヤ
、

「
イ
ト
オ
シ
ウ
テ
ヤ
マ
レ
ズ
忍
ヒ
ラ
レ
ヌ
」、
ま
た
「
大
切
ナ
君
ニ
ソ
ム
ク

コ
ト
ナ
ン
タ
ル
コ
ト
ニ
モ
ナ
ラ
ヌ
」
と
思
う
の
は
、
一
身
に
宿
る
「
仁
」

に
由
来
す
る
。
自
己
（「
己
」・「
天
神
」）
に
回
帰
す
れ
ば
、
暴
君
で
あ
ろ

う
と
も
「
紂
王
ナ
リ
ガ
吾
身
ナ
リ
吾
身
ナ
リ
ガ
紂
王
」
と
思
い
、
自
然
と

「
身
一
ハ
イ
」
と
な
り
靖
ん
じ
て
「
大
切
ナ
君
」
へ
尽
く
す
。
こ
れ
こ
そ

が「
学
者
ノ
仁
ニ
至
リ
ヤ
ウ
」（
同
前
）で
あ
っ
て
、「
経
」を
全
う
し
、「
仁
」

を
体
言
せ
る
忠
臣
義
士
（「
己
」・「
仁
者
」）
の
古
今
一
貫（

（3
（

し
た
姿
に
他
な

ら
な
い
。
即
ち
『
論
語
』
を
学
ぶ
者
の
目
指
す
べ
き
姿
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

若
林
強
斎
に
よ
れ
ば
『
論
語
』
と
は
「
我
身
ニ
引
受
テ
」
読
み
、「
昔

物
語
ニ
セ
ス
、
今
日
ノ
コ
ト
ト
思
ヒ
体
認
」
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。『
論
語
』

と
は
過
去
の
遺
物
で
も
な
け
れ
ば
抽
象
論
を
並
べ
立
て
た
も
の
で
も
な

く
、
今
を
生
き
る
者
が
真
の
自
己
（「
己
」）
を
自
覚
し
、
身
を
修
め
る
貴

重
な
教
え
な
の
で
あ
る
。

　

強
斎
の『
論
語
師
説
』と
は
浅
見
絅
斎
の
師
説
を
基
本
と
す
る
も
の
で
、

「
仁
」（「
至
誠
惻
怛
」・「
繾
綣
惻
怛
」）
の
体
認
を
目
指
す
。「
仁
」（「
愛

之
理
」）
や
関
連
す
る
抽
象
的
概
念
を
先
ず
は
、
真
の
自
己
（「
己
」）
で

あ
る
と
自
覚
、
理
解
す
る
事
が
体
認
の
端
緒
と
な
ろ
う
。
そ
こ
で
強
斎
は

「
天
」
や
「
理
」
を
し
て
「
天
神
」
と
し
、
そ
の
「
天
神
」（「
理
」）
と
は
、
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我
の
中
で
生
き
続
け
て
い
る
事
を
説
く
。
そ
の
我
に
内
在
す
る
「
イ
キ
テ

イ
ル
」「
天
神
」
か
ら
の
「
詔
」
が
「
天
命
」
で
あ
る
。
強
斎
は
師
説
を

継
承
し
つ
つ
、
神
道
説
を
踏
ま
え
る
事
で
絅
斎
に
比
し
、「
理
」
が
己
一

身
の
う
ち
に
「
イ
キ
テ
イ
ル
」
存
在
（「
天
神
」）
と
し
て
、
よ
り
肌
身
で

実
感
さ
せ
る
講
説
を
展
開
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
『
論
語
』
は
今
に
通
ず
る
教
え
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
講
説
も
自

ず
と
日
本
の
風
土
（
国
体
）
を
踏
ま
え
た
現
実
社
会
の
問
題
へ
と
展
開
す

る
。
強
斎
は
日
本
の
風
土
に
即
し
た
「
経
」
と
「
権
」
を
説
き
、
進
ん
で

諸
侯
が
「
礼
楽
征
伐
」
を
執
っ
て
い
る
異
様
な
現
実
に
対
し
て
も
暗
に
言

及
す
る
事
で
、
聴
講
者
自
身
の
問
題
と
し
て
「
我
身
ニ
引
受
」
な
が
ら
そ

の
現
実
を
認
識
さ
せ
る
講
義
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
か
よ
う
な
現
実
を
目

前
と
し
な
が
ら
自
己
（「
己
」）
を
自
覚
し
た
境
地
、「
経
」
に
生
き
る
「
学

者
」
の
模
範
を
も
強
斎
は
示
し
た
。
そ
れ
が
「
天
神
」
の
「
詔
」
を
体
認

し
、「
詔
」
の
ま
ま
に
南
朝
へ
忠
義
を
尽
く
し
て
「
仁
」
を
体
現
せ
る
楠

木
正
成
で
あ
っ
た
。

　

か
く
の
如
く
若
林
強
斎
の
『
論
語
師
説
』
と
は
、『
論
語
』
が
今
を
生

き
る
日
本
人
に
も
通
ず
る
教
え
で
あ
る
事
を
痛
切
に
実
感
、
ま
た
自
覚
せ

し
む
る
講
義
で
あ
る
。
そ
の
工
夫
の
跡
を
見
る
に
浅
見
絅
斎
が
日
本
の
風

土
に
即
し
な
が
ら
『
論
語
』
を
講
じ
、
そ
の
実
践
を
促
し
て
い
た
点
を
よ

り
発
展
さ
せ
た
訓
蒙
書
と
言
え
よ
う
。

　

以
上
、
本
稿
で
は
絅
斎
の
『
論
語
』
講
義
が
発
展
し
た
姿
と
し
て
、
強

斎
の
『
論
語
師
説
』
を
検
討
し
た
。
今
後
は
少
し
く
遡
っ
て
所
謂
「
崎
門

三
傑
」
に
並
び
称
さ
れ
る
佐
藤
直
方
や
三
宅
尚
斎
ら
を
検
討
す
る
事
で
、

よ
り
崎
門
学
派
に
於
け
る
訓
蒙
書
の
実
態
も
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
課
題
と

し
た
い
。

註（１
）	

西
岡
和
彦
・
石
本
道
明
・
青
木
洋
司
編
『
江
戸
期
『
論
語
』
訓
蒙
書
の
基
礎
的
研

究
』（
明
徳
出
版
社
、
令
和
三
年
）
参
照
。

（
２
）	

な
お
、
土
田
健
次
郎
『
江
戸
の
朱
子
学
』（
筑
摩
書
房
、
平
成
二
十
六
年
）
に
於

い
て
既
に
「
崎
門
で
は
膨
大
な
仮
名
文
字
の
講
義
録
を
残
し
て
い
る
。
つ
ま
り
啓

蒙
書
と
し
て
の
面
を
強
く
見
せ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
こ
の
学
派
を
広
く

地
域
に
根
づ
か
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
」（
八
〇
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）	

若
林
強
斎
に
つ
い
て
は
内
田
周
平
『
若
林
強
斎
先
生
事
歴
』（
滋
賀
県
教
育
会
、

大
正
二
年
）、近
藤
啓
吾『
若
林
強
斎
の
研
究
』（
神
道
史
学
会
、昭
和
五
十
四
年
）、

同
『
紹
宇
存
稿
─
垂
加
者
の
思
ひ
─
』（
国
書
刊
行
会
、
平
成
十
二
年
）、
同
『
続

若
林
強
斎
の
研
究
』（
臨
川
書
店
、
平
成
九
年
）、
谷
省
吾
『
垂
加
神
道
の
成
立
と

展
開
』（
国
書
刊
行
会
、
平
成
十
三
年
）
等
を
参
照
。

（
４
）	

土
田
健
次
郎
氏
に
よ
れ
ば
朱
子
の
説
く
「
理
」（「
性
」）
と
は
「
事
物
を
事
物
た

ら
し
め
て
い
る
作
用
・
機
能
に
性
（
理
）
を
見
出
し
て
」
お
り
、「
心
に
関
し
て

も
重
要
な
の
は
心
が
本
来
善
へ
の
志
向
を
持
つ
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
志
向
こ
そ
が

心
を
心
を
た
ら
し
め
て
い
る
と
見
、
そ
れ
を
性
（
理
）
と
す
る
と
い
う
こ
と
」（「
第

三
章　

世
界
の
構
造
─
理
と
は
何
か
」〔『
朱
熹
の
思
想
体
系
』
汲
古
書
院
、
令
和
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元
年
所
収
〕
一
二
六
頁
）
で
あ
る
。

（
５
）	
な
お
本
稿
で
は
西
晋
一
郎
『
実
践
哲
学
概
論
』（
昭
和
五
年
、
岩
波
書
店
）
が
、

	

　

�
其
時
其
所
に
於
て
易
ふ
べ
か
ら
ざ
る
奪
ふ
べ
か
ら
ざ
る
、
さ
う
す
る
外
な
き
、

已
む
こ
と
を
得
ざ
る
必
然
を
覚
え
る
の
で
始
て
生
き
る
と
も
真
の
自
己
を
成
す

と
も
云
へ
る
…
自
己
は
唯
一
つ
し
か
無
い
筈
で
あ
る
。
ど
う
あ
つ
て
も
か
く
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
で
自
己
で
あ
る
。�

（
六
〇
頁
）

	

と
さ
れ
た
如
く
、「
か
く
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
思
わ
し
め
る
唯
一
の
存
在
（「
真

の
自
己
」）
と
い
う
意
味
で
「
自
己
」
を
用
い
る
。

（
６
）	

織
田
文
庫
本
は
、
近
藤
啓
吾
先
生
複
写
本
を
國
學
院
大
學
西
岡
和
彦
先
生
よ
り
お

借
り
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
複
写
本
に
は
近
藤
先
生
の
「
若

林
強
斎
所
講
『
論
語
師
説
』」
と
題
す
る
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
三
枚
の
覚
書
が

附
さ
れ
て
お
り
、
同
本
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）	

覚
書
に
つ
い
て
は
註
（
６
）
を
参
照
。

（
８
）	

近
藤
啓
吾
「
若
林
強
斎
の
『
論
語
講
義
』」（
前
掲
『
紹
宇
存
稿
』
所
収
）
二
〇
三

～
二
〇
六
頁
参
照
。

（
９
）	

近
藤
啓
吾
「
若
林
強
斎　

家
礼
冠
昏
師
説
」（『
四
礼
の
研
究
─
冠
婚
葬
祭
儀
礼
の

沿
革
と
意
義
─
』
臨
川
書
店
、
平
成
十
五
年
所
収
）
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
咸
熈
と

は
一
斎
の
別
名
と
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
（
二
〇
八
頁
）、
本
稿
に
て
も
一
先
ず
こ

の
説
に
因
っ
た
。

（
10
）	

拙
稿
「
浅
見
絅
斎
『
論
語
師
説
』
と
繾
綣
惻
怛
─
わ
が
国
に
於
け
る
『
論
語
』
実

践
─
」（
前
掲
『
江
戸
期
『
論
語
』
訓
蒙
書
の
基
礎
的
研
究
』
所
収
）
一
七
五
頁

参
照
。

（
11
）	

な
お
、
泰
伯
第
八
「
泰
伯
其
可
謂
至
徳
也
已
矣
」
章
に
も
「
此
章
義
理
カ
ラ
云
テ

モ
心
カ
ラ
云
テ
モ
宇
宙
古
今
君
臣
ノ
御
柱
ト
ナ
ツ
テ
居
ル
…
大
全
諸
末
書
大
事
ノ

旨
ヲ
失
フ
、
此
章
ノ
文
義
ガ
違
フ
ハ
バ
カ
リ
デ
ナ
ク
天
下
ノ
学
者
本
心
ヲ
立
ル
処

ヲ
失
フ
ソ
、
山
崎
先
生
拘
幽
操
ヲ
表
章
シ
絅
斎
先
生
ノ
附
録
コ
レ
ニ
僉
義
ハ
尽
テ

居
ル
」・「
此
次
ニ
拘
幽
操
ノ
講
習
ア
リ
別
録
之
」
と
あ
り
、
強
斎
が
「
至
誠
惻
怛
」・

「
繾
綣
惻
怛
」
を
弟
子
達
に
対
し
繰
り
返
し
説
い
て
い
た
事
が
分
か
る
。

（
12
）	「
繾
綣
惻
怛
」
に
つ
い
て
は
石
本
道
明
「
浅
見
絅
斎
『
楚
辞
師
説
』
小
考
」（『
國

學
院
雑
誌
』
一
一
六
─
一
二
、
平
成
二
十
七
年
）、
前
掲
拙
稿
「
浅
見
絅
斎
『
論

語
師
説
』
と
繾
綣
惻
怛
」
参
照
。
ま
た
、
闇
斎
以
来
の
「
仁
説
」
に
見
え
る
特
徴

と
強
斎
へ
の
継
承
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
若
林
強
斎
『
仁
説
問
答
講
録
』
に
つ
い

て
─
崎
門
学
に
於
け
る
「
仁
説
」
─
」（『
藝
林
』
七
一
─
二
、
令
和
四
年
）
参
照
。

（
13
）	

前
掲
拙
稿
「
浅
見
絅
斎
『
論
語
師
説
』
と
繾
綣
惻
怛
」
一
七
四
～
一
七
五
頁
参
照
。

（
14
）	

阿
部
吉
雄
「
闇
斎
の
朱
子
学
思
想
と
李
退
渓
」（『
日
本
朱
子
学
と
朝
鮮
』
東
京
大

学
出
版
会
、
昭
和
四
十
年
所
収
）
参
照
。

（
15
）	『
雑
話
続
録
』（
近
藤
啓
吾
校
註
『
神
道
大
系　

垂
加
神
道
（
下
）』
神
道
大
系
編

纂
会
、
昭
和
五
十
三
年
所
収
）
一
六
一
頁
。

（
16
）	『
絅
斎
先
生
仁
義
礼
智
筆
記
』（『
日
本
思
想
大
系
31　

山
崎
闇
斎
学
派
』岩
波
書
店
、

昭
和
五
十
五
年
所
収
）
三
〇
九
頁
。

（
17
）	

絅
斎
の
説
く
「
愛
之
理
」
に
つ
い
て
は
田
尻
祐
一
郎
「
浅
見
絅
斎
「
心
ナ
リ
ノ
理
」

を
め
ぐ
っ
て
」（『
季
刊
日
本
思
想
史
』
二
二
、
昭
和
五
十
九
年
）
参
照
。

（
18
）	『
論
語
集
註
』（
以
下
山
崎
嘉
点
『
四
書
集
註
』
倭
板
四
書
、
無
刊
記
よ
り
引
用
）。

（
19
）	

牛
尾
弘
孝
「
崎
門
に
お
け
る
朱
子
学
と
神
道
─
若
林
強
斎
の
『
大
学
序
講
義
』
を

中
心
と
し
て
」（『
九
州
中
国
学
会
報
』
三
一
、
平
成
八
年
）
八
四
頁
参
照
。

（
20
）	

以
上
、
近
藤
啓
吾
「
敬
説
の
展
開
」（『
山
崎
闇
斎
の
研
究
』
神
道
史
学
会
、
昭
和

六
十
一
年
所
収
）
参
照
。

（
21
）	

同
講
義
に
つ
い
て
は
近
藤
啓
吾
「
若
林
強
斎
の
『
中
庸
章
句
師
説
』」（
前
掲
『
続

若
林
強
斎
の
研
究
』
所
収
）
参
照
。

（
22
）	

以
上
、
近
藤
啓
吾
「『
西
銘
』
と
崎
門
学
─
そ
の
垂
加
神
道
へ
の
投
影
─
」
同
「
敬

説
の
展
開
」（
前
掲
『
山
崎
闇
斎
の
研
究
』
所
収
）
参
照
。

（
23
）	

な
お
絅
斎
は
「
鬼
神
」
に
つ
い
て
も
、
擬
人
化
し
な
が
ら
講
じ
て
い
た
（
西
田
智

子
「
浅
見
絅
斎
『
易
学
啓
蒙
講
義
』
に
お
け
る
鬼
神
概
念
」〔『
文
化
交
渉　

東
ア

ジ
ア
文
化
研
究
科
院
生
論
集
』
一
二
、
令
和
四
年
〕
参
照
）。



若林強斎『論語師説』と自己─ 93 ─
（
24
）	

強
斎
の
本
格
的
な
神
道
修
学
は
享
保
九
年
の
春
頃
で
あ
る
（
近
藤
啓
吾
「
神
道
へ

の
沈
潜
」〔
前
掲
『
若
林
強
斎
の
研
究
』
所
収
〕、
谷
省
吾
「
若
林
強
斎
の
霊
社
号
」

〔
前
掲
『
垂
加
神
道
の
成
立
と
展
開
』
所
収
〕
参
照
）
か
ら
、『
論
語
』
講
義
の

時
期
（
正
徳
三
年
か
ら
享
保
四
年
）
は
数
年
遡
る
。
た
だ
し
、
享
保
七
年
の
時
点

で
強
斎
は
「
披
瓊
」
と
い
う
号
を
用
い
て
お
り
、
同
九
年
以
前
か
ら
独
自
に
神
道

の
研
鑽
に
励
ん
で
い
た
事
は
間
違
い
な
い
（
前
掲
谷
「
若
林
強
斎
の
霊
社
号
」

四
七
八
頁
参
照
）。

（
25
）	『
大
学
序
講
義
』（
前
掲
『
神
道
大
系　

垂
加
神
道
（
下
）』
所
収
）
三
〇
六
頁
。

（
26
）	

享
保
八
年
の
雑
話
で
あ
る
『
神
道
夜
話
』（
同
右
所
収
）
に
も
「
天
地
万
物
ノ
主

宰
ヲ
天
御
中
主
尊
ト
申
シ
奉
テ
、
其
詔
ヲ
ウ
ケ
テ
万
物
ソ
レ

〴
〵
ノ
形
ヲ
成
シ
テ
、
心
ハ
即
一
物
一
箇
ノ
天
御
中
主
ナ
リ
」
云
々
（
三
六
九
頁
）

と
あ
る
が
、『
論
語
講
義
』（
①
）
は
そ
れ
よ
り
も
遡
る
。
早
い
段
階
で
強
斎
が
「
心

神
」
の
説
を
学
ん
で
い
た
事
は
間
違
い
な
い
。

（
27
）	

牛
尾
氏
は
朱
子
学
に
於
け
る
「
天
」
が
形
而
上
的
存
在
で
あ
る
の
に
対
し
、「
強

斎
は
天
を
天
御
中
主
尊
と
解
し
て
そ
こ
に
人
格
性
を
持
た
せ
…
大
本
源
の
神
霊
と

し
て
の
宗
教
性
を
認
め
て
い
る
」（
前
掲
「
崎
門
に
お
け
る
朱
子
学
と
神
道
」

八
五
頁
）
と
さ
れ
た
。「
天
」
に
「
人
格
性
」
を
持
た
せ
る
の
は
、
絅
斎
に
も
窺

え
る
。
こ
の
点
は
闇
斎
に
よ
る
「
敬
説
」
を
承
け
た
上
で
、「
天
」
を
聴
講
者
に

肌
身
で
実
感
さ
せ
ん
と
し
た
絅
斎
─
強
斎
に
見
ら
れ
る
講
義
の
工
夫
で
あ
ろ
う
。

そ
の
上
で
強
斎
は
「
天
命
」
の
講
説
を
通
じ
、「
天
神
」（「
天
」＝「
理
」）
が
自
ら

の
内
に
宿
る
生
き
た
存
在
で
あ
る
事
を
明
確
化
さ
せ
て
い
る
。
か
よ
う
な
講
説
は

結
果
的
に
「
天
」
に
対
し
て
「
人
格
性
」
の
み
な
ら
ず
、
牛
尾
氏
も
指
摘
さ
れ
た

如
く
「
宗
教
性
」
を
も
伴
う
も
の
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
成
し
得
た
背
景
と
し
て
、

神
道
修
学
は
無
関
係
で
は
無
か
ろ
う
（
註
（
26
）
も
参
照
）。

（
28
）	

絅
斎
の
『
論
語
師
説
』
に
納
め
ら
れ
た
当
該
章
と
は
、
強
斎
の
『
論
語
講
義
』（
①
）

で
あ
る
。
故
に
引
用
は
同
書
に
拠
っ
た
。
な
お
引
用
個
所
に
つ
い
て
は
前
掲
近
藤

「
若
林
強
斎
の
『
論
語
講
義
』」
に
も
『
論
語
講
義
』
の
一
説
と
し
て
引
用
さ
れ

て
い
る
（
一
六
七
頁
参
照
）。

（
29
）	『
中
庸
筆
記
』
に
於
い
て
も
強
斎
は
「
鬼
神
」
を
我
国
の
「
神
」
と
比
較
し
な
が

ら
講
じ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
近
藤
氏
は
「
神
道
の
伝
を
得
ざ
る
以
前
で

あ
つ
て
、そ
の
神
道
説
を
儒
の
説
に
牽
か
る
る
処
の
往
々
に
し
て
あ
つ
た
こ
と
は
、

已
む
を
得
ぬ
こ
と
と
い
つ
て
よ
い
」（
前
掲
「
若
林
強
斎
の
『
中
庸
章
句
師
説
』」

九
三
頁
）と
さ
れ
た
。『
論
語
』の
講
説
に
見
え
る
神
道
説
も
同
様
の
感
が
免
れ
ず
、

意
図
す
る
と
こ
ろ
は『
論
語
』の
内
容
を
理
解
さ
せ
る
補
助
的
な
役
割
で
あ
ろ
う
。

（
30
）	

前
掲
土
田
『
江
戸
の
朱
子
学
』
で
は
日
本
に
於
い
て
「
理
」
や
「
気
」
が
抽
象
的

に
捉
え
ら
れ
る
な
か
、「
闇
斎
は
こ
の
理
の
抽
象
性
に
実
感
を
あ
た
え
た
か
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
…
（
筆
者
註
─
強
斎
の
説
い
た
神
道
的
修
養
論
も
）
対
象
が

神
で
あ
る
た
め
に
修
養
に
実
感
が
持
て
た
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
」（
一
八
九
頁
）

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
強
斎
が
生
き
た
「
理
」
の
存
在
を
説
く
に
際
し
、
神
道
を

補
助
的
に
用
い
た
の
は
聴
講
者
へ
「
理
」
の
存
在
を
「
実
感
」
さ
せ
よ
う
と
し
た

事
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
31
）	『
箚
録
』（
前
掲
『
山
崎
闇
斎
学
派
』
所
収
）
三
五
三
～
三
五
四
頁
。

（
32
）	『
常
話
箚
記
』（
近
藤
啓
吾
・
金
本
正
孝
編
『
浅
見
絅
齋
集
』
国
書
刊
行
会
、
平
成

元
年
所
収
）
五
三
七
頁
。

（
33
）	

絅
斎
の
南
朝
正
統
論
に
つ
い
て
は
清
水
則
夫
「
浅
見
絅
斎
の
神
道
観
と
道
に
つ
い

て
」（『
日
本
思
想
史
学
』
三
九
、
平
成
十
九
年
）、
齋
藤
公
太
「「
神
器
」
と
「
正

統
」
─
闇
斎
学
派
の
南
朝
正
統
論
─
」（『「
神
国
」
の
正
統
論　
『
神
皇
正
統
記
』

受
容
の
近
世
・
近
代
』
ぺ
り
か
ん
社
、
平
成
三
十
一
年
所
収
）
等
を
参
照
。

（
34
）	

前
掲
『
神
道
夜
話
』
三
七
三
頁
。

（
35
）	
前
掲
拙
稿
「
浅
見
絅
斎
『
論
語
師
説
』
と
繾
綣
惻
怛
」
一
八
三
～
一
八
四
頁
参
照
。

（
36
）	
拙
稿
「『
糺
問
次
第
』
に
見
る
忠
節
と
理
想
」、「「
中
臣
祓
」
の
講
説
と
「
人
欲
私

欲
」
の
神
学
」（『
竹
内
式
部
と
宝
暦
事
件
』
錦
正
社
、
令
和
五
年
所
収
）
参
照
。

（
37
）	

前
掲
拙
稿
「
浅
見
絅
斎
『
論
語
師
説
』
と
繾
綣
惻
怛
」
一
七
九
～
一
八
〇
頁
参
照
。

（
38
）	

同
右
参
照
。
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（
39
）	
な
お
強
斎
は
「
靖
献
遺
言
講
義
目
録
」（『
靖
献
遺
言
講
義
』
一
、
皇
學
館
大
学
附

属
図
書
館
所
蔵
）
に
於
い
て
「
箕
子
比
干
微
子
ノ
コ
ト
ヲ
殷
有
三
仁
ト
仁
ノ
字
ヲ

付
ラ
レ
タ
ハ
、
カ
ウ
云
本
□（
虫
損
）ナ
リ
ノ
全
ヒ
、
忠
義
ジ
ヤ
ニ
ヨ
テ
ノ
コ
ト
、
扨
此
ハ

箕
子
一
人
ノ
コ
ト
ヲ
書
ニ
載
ラ
レ
タ
、
八
人
ノ
衆
ハ
箕
子
ヨ
リ
数
百
年
後
ノ
コ
ト

ナ
レ
ト
モ
、
少
モ
箕
子
ノ
心
□
（
虫
損
）違
ハ
ヌ
、
ナ
ゼ
ナ
レ
バ
忠
臣
義
士
ノ
心
ハ
、
万

古
一
徹
、
古
今
無
間
ニ
ヨ
テ
、
屈
原
ノ
汨
羅
ニ
沈
タ
モ
、
忠
臣
ノ
靖
ジ
献
ル
心
、

陶
淵
明
ノ
年
号
ヲ
用
ヒ
ズ
、
甲
子
バ
カ
リ
ヲ
書
タ
モ
、
繾
綣
惻
怛
ヤ
ム
ニ
ヤ
マ
レ

ヌ
靖
シ
献
ル
心
」
云
々
と
し
て
い
る
。


